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C S R報告書 
2025

今日は休日。家族みんなでお昼ごはんのサンド
イッチをつくります。「フルーツサンド、上手にでき
たねえ」「バゲットサンドもおいしそうよ」「お腹が
空いてきた！」。一緒につくって一緒に食べる、幸
せな時間が流れています。Pascoはこれからもパ
ンづくりを通して、お客さまの健康で豊かな食卓
を応援していきます。

※表紙のイラストレーター 篠塚朋子さんのプロ
フィールをWebサイトで紹介しています。

表紙に
ついて

Pasco CSR報告書における
SDGs※の位置づけ

ファイナル・バリュー
～価値創造の取り組み～

●安全・安心な商品、豊かで楽しい食
生活に貢献できる商品の提供など、
お客さまにとって「価値のある商品」
の実現。

トータル・プロセス
～事業効率の向上の取り組み～

●あらゆる部門でのロス・ムダ・コスト
削減。

●社外のパートナーとの対話・協働に
よる効率性の向上。

●環境負荷の少ない持続可能な社会
の実現。

https://www.pasconet.co.jp/csr

Webサイトでは、
本報告書の内容をはじめ、
各種データやガイドラインとの対比表、
過去の報告内容などを掲載しています。
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明日をつくる。
Pascoの
イノベーション

つながりが生む
新たな価値

C SR報告書2025のテーマは、「手をつなごう。」とし

ました。Pascoは小麦の生産者をはじめとするパート

ナーの皆さまとともに商品づくりに取り組んでおり、

「さまざまなつながりを大切にしながら、お客さまと社

会に喜んでいただける商品と幸せな食生活をお届け

したい」というPascoの思いを表現しています。

またPascoは、社会の変化から生まれる課題と常に

向き合い、お客さまと社会に貢献していきたいという

思いを持ち続けています。トップコミットメントでは

「つながり」をキーワードに、新たな価値創造を目指

す盛田社長の思いとPascoの取り組みについてお伝

えしています。

特集では、新しい時代を見据えて業務や商品の革新

に取り組む社員たちの姿をご紹介しています。

是非、この報告書をお読みいただき、皆さまからご意

見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。

PascoのCSRビジョン

■報告書内に掲載（写真を含む）している商品の中には報告書発行時点で
は取り扱っていないものがあります。あらかじめご了承ください。
■掲載社員の所属名は取材時のものを記載しています。

対象期間

発行時期

対象範囲

2024年9月1日～2025年8月31日の実績を
中心に掲載しています。一部にこの期間前後の
取り組み内容を含みます。

敷島製パン株式会社（Pasco）および連結子会
社・持分法適用会社のうち主要な7社（グルー
プ企業）を対象としています。

参照ガイドライン

2025年11月
（次回：2026年11月予定、前回：2024年11月）

GRIスタンダード

創業の理念の継承

対話と協
働

人材の活
性化

食育の推
進

チャレン
ジ＆夢

パートナ
ー力

の向上

ファイナル・バリュー［価値創造］
トータル・プ

ロセス

［事業効率
の向上］

安全・安心な
食品の提供

豊かで楽しい
食生活の提案

健康
ライフスタイル ロス・ムダ・

コストの
削減

事業活動の
変革

創業の理念

※持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）：持続可能な開発のための17のグローバル目標からなる、国連の開発目標。

Pascoは以下の8つの目標への貢献に重点的に取り組んでいます。
P15～24およびWebサイトにおいて関連性を明示しています。
また、SDGsの取り組みに関し、Webサイトでもご紹介しています。

金儲けは結果であり、目的ではない。
食糧難の解決が開業の第一の意義であり、事業は社会に貢献するところがあればこそ発展する。

飢餓を
ゼロに
飢餓に終止符を打ち、
食料の安全確保と栄養
状態の改善を達成する
とともに、持続可能な農
業を推進する

産業と技術革新の
基盤をつくろう
強靭なインフラを整備し、
包摂的で持続可能な産
業化を推進するとともに、
技術革新の拡大を図る

すべての人に
健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての
人の健康的な生活を確
保し、福祉を推進する

つくる責任
つかう責任
持続可能な消費と生産
のパターンを確保する

質の高い教育を
みんなに
すべての人に包摂的か
つ公正で質の高い教育
を提供し、生涯学習の機
会を促進する

気候変動に
具体的な対策を
気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急対
策を取る

パートナーシップで
目標を達成しよう
持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、
グローバル・パートナー
シップを活性化する

ジェンダー平等を
実現しよう
ジェンダーの平等を達
成し、すべての女性と女
児のエンパワーメント
を図る

チャレンジ&夢を実現するための二つのテーマ「ファイナル・バリュー」と「トータル・プロセス」の
取り組みを推進させる原動力となるのが「パートナー力」。
Pascoのパートナーとは、お取引先様や協力企業様、お客さま、
地域の皆さま、グループ企業、そして社内の各部門、社員一人ひとり。
パートナー力向上のため、お客さまとの対話を大切にし、
お取引先様や協力企業様との協働を図ります。

※Panash Limitedを含みます。

編 集 方 針
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Pascoは社会をとりまく状況や生活者のライフスタイ

ルが目まぐるしく変わりゆく中で、いつの時代であって

も目の前の課題を解決し、お客さまの暮らしに寄り添

いながらよい商品を届けていきたいという思いを持

ち、Pascoが掲げる指針「Always　Basics」を大切に、

働く一人ひとりが日々の業務に取り組んできました。

2025年、Pascoは社会の変化から生まれる課題とど

のように向き合い、お客さまと社会に貢献していきた

いと考えているのか。今回のトップコミットメントでは、

「つながり」をキーワードに新たな価値創造を目指す

Pascoの取り組みと、そこに込めた社長の思いを紹介

します。

2024年1月に生成AI活用プロジェクトを発足し、社内からプロジェクト推進メンバーを選抜。

同年8月より、Pasco社内のデータを活用した専用の生成AIシステム「SPAiS（スパイス。ス

マート・パスコ・AI・システムの略）」が本稼働し、勉強会の開催などを通じて活用を促進してい

ます。今後はより業務に特化した応用AIを組み合わせることで生成AIを効果的に活用し、創造

性を育む組織風土づくりを目指します。

企業が持続的に発展し継続していくためには、過去の
成功体験にとらわれず、時代に応じて柔軟に変化して
いく必要があります。変化に対応できなければ、企業の
存続や成長は望めません。そのために必要な投資は積
極的に行っていくのが私の基本的なスタンスです。
生成AIについては、第5次産業革命の幕開けとも言え
る画期的なテクノロジーだと思いますし、Pascoにとっ
ても避けては通れない技術です。これからの時代にお
いて生成AIの活用に取り組まなければ企業としての
存続が危うくなる、これをいかに安全に使いこなすかが
重要だと考え、SPAiSを立ち上げました。

個人が持つ情報やノウハウをみんなで共有できる
知識に変換する、いわゆる「暗黙知を形式知に変え
る」ことを生成AIが担えるのではないかと考えていま
す。例えば、ある工場で実施した設備の改善事例を
別の工場に横展開していくような情報共有は、生成
AIの活用で飛躍的に効率化できると考えます。
今後さまざまな層の社員たちによる知見をSPAiSが
学習していけば、何百人分もの知識と経験が形式
知として蓄積され、単に生産性を上げるというレベ
ルに留まらない、仕事のクオリティを高めるツールに
なると期待しています。日々のパンづくりの中で大切にしている指針。「基本」「お客さ

まの視点」「イノベーション（創意工夫）」の3つのポイントから
なるものです。

関連記事 P09

お客さまの視点

お客さまの声を
理解し、期待や
要望に応える

代表取締役社長

創 業の理 念を受け継
ぎ、1 0 0周年を迎えた
2 0 2 0年に新たな「経
営理念」を発表。国産小
麦の使用比率向上の取
り組みなど、社会課題
の解決に向けて積極的
に取り組んでいる。

盛田  淳夫

取り組み事例

T O P  C O M M I T M E N T

つ
な
が
り
が
生
む

新
た
な
価
値

生成AI活用に関する勉強会の様子 プロンプト（生成AIに与える指示文）作成のコツなどを掲載した
社内向けポータルサイト「生成AI活用サイト」

盛

田社
長の思い

イノベーション
（創意工夫）

時代に合った
新しい商品づくりに

挑戦する

生成AIは積極的に
活用すべきテクノロジー

社内に蓄積する知見を
「形式知」にして活用

が生む新たな価値

先 進 技 術とのつながり1

生
成
A
I
シ
ス
テ
ム

「
S
P
A
i
S
」の
導
入
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ても避けては通れない技術です。これからの時代にお
いて生成AIの活用に取り組まなければ企業としての
存続が危うくなる、これをいかに安全に使いこなすかが
重要だと考え、SPAiSを立ち上げました。

個人が持つ情報やノウハウをみんなで共有できる
知識に変換する、いわゆる「暗黙知を形式知に変え
る」ことを生成AIが担えるのではないかと考えていま
す。例えば、ある工場で実施した設備の改善事例を
別の工場に横展開していくような情報共有は、生成
AIの活用で飛躍的に効率化できると考えます。
今後さまざまな層の社員たちによる知見をSPAiSが
学習していけば、何百人分もの知識と経験が形式
知として蓄積され、単に生産性を上げるというレベ
ルに留まらない、仕事のクオリティを高めるツールに
なると期待しています。日々のパンづくりの中で大切にしている指針。「基本」「お客さ

まの視点」「イノベーション（創意工夫）」の3つのポイントから
なるものです。

関連記事 P09

お客さまの視点

お客さまの声を
理解し、期待や
要望に応える

代表取締役社長

創 業の理 念を受け継
ぎ、1 0 0周年を迎えた
2 0 2 0年に新たな「経
営理念」を発表。国産小
麦の使用比率向上の取
り組みなど、社会課題
の解決に向けて積極的
に取り組んでいる。

盛田  淳夫

取り組み事例

T O P  C O M M I T M E N T

つ
な
が
り
が
生
む

新
た
な
価
値

生成AI活用に関する勉強会の様子 プロンプト（生成AIに与える指示文）作成のコツなどを掲載した
社内向けポータルサイト「生成AI活用サイト」

盛

田社
長の思い

イノベーション
（創意工夫）

時代に合った
新しい商品づくりに

挑戦する

生成AIは積極的に
活用すべきテクノロジー

社内に蓄積する知見を
「形式知」にして活用

が生む新たな価値

先 進 技 術とのつながり1
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成
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入
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帯広市で開催された起業家の集い「十勝
ドリームマップ会議2025」の会場の様子

※（株）オプティマインドが開発した、店舗情報（住所や納品時間など）から
　最適な配送ルートを計画し、物流効率化を図るシステム。

青木ゼミの学生たちと共同開発した「チョコバトン」。2025年11月発売

生産者の皆さまと
ともに、国産小麦を
使ったパンづくりに
取り組んでいます

計算完了

2022年●月●日

■ ドライバー1
訪問件数　00件
勤務時間（設定）　04：55～10:40
勤務時間（計算結果）　04：55～10：39

■ ドライバー2
訪問件数　00件
勤務時間（設定）　04：45～11:15
勤務時間（計算結果）　04：45～10：51

●●工場
00件
00件

■ ドライバー3
訪問件数　00件
勤務時間（設定）　04：50～11:30
勤務時間（計算結果）　04：35～11：15
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関連記事 P11

T O P  C O M M I T M E N T

学習院大学経済学部の青木幸弘教授の
助言をもとに、2000年より「超熟」のブラ
ンド化に取り組みました。2013年より青木
教授のゼミに所属する学生たちと共同開
発した商品を発売しています。

2021年より、東京大学大学院経済学研究科
の山口慎太郎教授と共同研究を行っています。
研究テーマは「ダイバーシティとワークライフ
バランスを促進する人事制度」であり、2024年
度には、人的資本指標の可視化についても多
くの助言をいただきました。今後も、企業価値と
社員のエンゲージメント向上を目標に山口教
授と協力して取り組みを続けていきます。

私が青木教授と出会ったのは1999年のことです。当時、「超熟」
を食パンカテゴリーNo.1ブランドとしてどう育てていくべきかを
悩んでいました。その時にマーケティングとブランディングの専
門家である青木教授と出会い、「機能的価値」「情緒的価値」と
いった考え方やプロセスについて助言をいただき、「超熟」を
Pascoの代表ブランドへと成長させることができました。
また、青木ゼミの学生たちとの商品開発も10年以上にわたって
続いています。この取り組みは、学生にとっては実践的な学び
の場となり、私たちにとっては若い感性や新しい視点に触れら
れる貴重な機会になっています。

盛田社長は北海道を毎年訪問し、国
産小麦の生産に携わるパートナーの
皆さま、十勝地方の起業家・経営者
の皆さまとの対話を続けています。ま
たPascoは帯広畜産大学と包括連
携協定を結び、共同研究を行ってい
ます。これまでに、国産小麦由来の乳
酸菌を発酵種に使用した商品を発
売するなどの成果を上げています。

取り組み事例

取り組み事例

取り組み事例

取
り
組
み
事
例

今は世代共通の課題、あるいは世代ごとが持つ生きがいを
理解し、応えられる企業でなくてはなりません。自由闊達に
生きがいを持って働ける、心理的に居心地のよい企業だと
感じてもらえる、そんな職場環境をいかにつくっていくのか
が重要な課題だと考えています。
山口教授とのご縁は、私が中部経済同友会の代表幹事を
務めていた時に、講師として登壇いただいたのがはじまりで
した。以来、従業員意識調査や集計したデータの解析など
について助言をいただいています。社員がウェルビーイング
を感じられる環境の構築やエンゲージメント向上という課
題に向き合う際、社内の考えだけでは自己流に陥りがちで
す。施策を客観的に見直すという意味でも、外部の先生の
知見は大切だと実感しています。

自由闊達に生きがいを持って
働ける職場環境をつくるために

私は「企業はいかに社会に貢献し、社会課題をどう解
決できるか」を重要な経営指針としています。2008年
に日本の食料自給率向上へ貢献するため国産小麦の
パンづくりを宣言し、その後、国産小麦の使用比率を
2030年までに20%へ引き上げる目標を掲げました。そ
のメインステージとなったのが北海道です。これまでに
JA道央、生産者や製粉事業者、研究機関の皆さま、

十勝地方の起業家・経営者の皆さまなど、さまざまな
分野の方 と々のお付き合いを深めてきました。帯広畜
産大学との共同研究や大学院への社員の派遣は、外
部の方 と々知の探索を深める上で大きな存在となっ
ています。国産小麦の使用比率を高めていく上で、北
海道の方 と々の関係性は非常に重要だと捉えており、
今後もこのネットワークを大切に広げていく考えです。

配
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東京大学

山口教授との

協働

配送ルート最適化システム「Loogia（ルージア）」※を2020年から導入し、走行距離や運行時

間の短縮、CO2排出量を削減。2023年より奈良工場とパスコ利根工場、犬山工場においてトッ

ピングロボットを稼働し、作業の自動化による品質の安定、生産性の向上を図っています。

が生む新たな価値

人とのつながり

北海道との関係性を大切に、国産小麦の使用比率向上を目指す

配送ルート図（イラストはイメージです） 惣菜パンにケチャップなどをのせるトッピングロボット

新しい技術の活用で、「効率化」「環境負荷低減」「品質安定」へ

「超熟」ブランドの成長は
青木教授との出会いがはじまり

盛

田社
長の思い

盛

田社
長の思い

盛

田社
長の思い

盛

田社
長の思い

配送ルートは長年の経験に基づいて設定していまし
たが、Loogiaによって属人化が解消され、環境負荷
低減も図ることができました。物流効率を高めること
はサプライチェーン全体で取り組むべき課題であり、
このような客観的なシステムの必要性を感じていま

す。また、これまで生産ラインの手作業の工程へのロ
ボット導入は難しい面がありましたが、センサー技術
などの進化により徐々に可能になっています。生産工
程でロボット化が進めば労働負荷の低減、品質の安
定化につながると期待しています。
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帯広市で開催された起業家の集い「十勝
ドリームマップ会議2025」の会場の様子

※（株）オプティマインドが開発した、店舗情報（住所や納品時間など）から
　最適な配送ルートを計画し、物流効率化を図るシステム。

青木ゼミの学生たちと共同開発した「チョコバトン」。2025年11月発売

生産者の皆さまと
ともに、国産小麦を
使ったパンづくりに
取り組んでいます

計算完了

2022年●月●日

■ ドライバー1
訪問件数　00件
勤務時間（設定）　04：55～10:40
勤務時間（計算結果）　04：55～10：39

■ ドライバー2
訪問件数　00件
勤務時間（設定）　04：45～11:15
勤務時間（計算結果）　04：45～10：51

●●工場
00件
00件

■ ドライバー3
訪問件数　00件
勤務時間（設定）　04：50～11:30
勤務時間（計算結果）　04：35～11：15
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T O P  C O M M I T M E N T

学習院大学経済学部の青木幸弘教授の
助言をもとに、2000年より「超熟」のブラ
ンド化に取り組みました。2013年より青木
教授のゼミに所属する学生たちと共同開
発した商品を発売しています。

2021年より、東京大学大学院経済学研究科
の山口慎太郎教授と共同研究を行っています。
研究テーマは「ダイバーシティとワークライフ
バランスを促進する人事制度」であり、2024年
度には、人的資本指標の可視化についても多
くの助言をいただきました。今後も、企業価値と
社員のエンゲージメント向上を目標に山口教
授と協力して取り組みを続けていきます。

私が青木教授と出会ったのは1999年のことです。当時、「超熟」
を食パンカテゴリーNo.1ブランドとしてどう育てていくべきかを
悩んでいました。その時にマーケティングとブランディングの専
門家である青木教授と出会い、「機能的価値」「情緒的価値」と
いった考え方やプロセスについて助言をいただき、「超熟」を
Pascoの代表ブランドへと成長させることができました。
また、青木ゼミの学生たちとの商品開発も10年以上にわたって
続いています。この取り組みは、学生にとっては実践的な学び
の場となり、私たちにとっては若い感性や新しい視点に触れら
れる貴重な機会になっています。

盛田社長は北海道を毎年訪問し、国
産小麦の生産に携わるパートナーの
皆さま、十勝地方の起業家・経営者
の皆さまとの対話を続けています。ま
たPascoは帯広畜産大学と包括連
携協定を結び、共同研究を行ってい
ます。これまでに、国産小麦由来の乳
酸菌を発酵種に使用した商品を発
売するなどの成果を上げています。

取り組み事例

取り組み事例

取り組み事例
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今は世代共通の課題、あるいは世代ごとが持つ生きがいを
理解し、応えられる企業でなくてはなりません。自由闊達に
生きがいを持って働ける、心理的に居心地のよい企業だと
感じてもらえる、そんな職場環境をいかにつくっていくのか
が重要な課題だと考えています。
山口教授とのご縁は、私が中部経済同友会の代表幹事を
務めていた時に、講師として登壇いただいたのがはじまりで
した。以来、従業員意識調査や集計したデータの解析など
について助言をいただいています。社員がウェルビーイング
を感じられる環境の構築やエンゲージメント向上という課
題に向き合う際、社内の考えだけでは自己流に陥りがちで
す。施策を客観的に見直すという意味でも、外部の先生の
知見は大切だと実感しています。

自由闊達に生きがいを持って
働ける職場環境をつくるために

私は「企業はいかに社会に貢献し、社会課題をどう解
決できるか」を重要な経営指針としています。2008年
に日本の食料自給率向上へ貢献するため国産小麦の
パンづくりを宣言し、その後、国産小麦の使用比率を
2030年までに20%へ引き上げる目標を掲げました。そ
のメインステージとなったのが北海道です。これまでに
JA道央、生産者や製粉事業者、研究機関の皆さま、

十勝地方の起業家・経営者の皆さまなど、さまざまな
分野の方 と々のお付き合いを深めてきました。帯広畜
産大学との共同研究や大学院への社員の派遣は、外
部の方 と々知の探索を深める上で大きな存在となっ
ています。国産小麦の使用比率を高めていく上で、北
海道の方 と々の関係性は非常に重要だと捉えており、
今後もこのネットワークを大切に広げていく考えです。
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配送ルート最適化システム「Loogia（ルージア）」※を2020年から導入し、走行距離や運行時

間の短縮、CO2排出量を削減。2023年より奈良工場とパスコ利根工場、犬山工場においてトッ

ピングロボットを稼働し、作業の自動化による品質の安定、生産性の向上を図っています。

が生む新たな価値

人とのつながり

北海道との関係性を大切に、国産小麦の使用比率向上を目指す

配送ルート図（イラストはイメージです） 惣菜パンにケチャップなどをのせるトッピングロボット

新しい技術の活用で、「効率化」「環境負荷低減」「品質安定」へ

「超熟」ブランドの成長は
青木教授との出会いがはじまり

盛

田社
長の思い

盛
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長の思い

盛
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盛

田社
長の思い

配送ルートは長年の経験に基づいて設定していまし
たが、Loogiaによって属人化が解消され、環境負荷
低減も図ることができました。物流効率を高めること
はサプライチェーン全体で取り組むべき課題であり、
このような客観的なシステムの必要性を感じていま

す。また、これまで生産ラインの手作業の工程へのロ
ボット導入は難しい面がありましたが、センサー技術
などの進化により徐々に可能になっています。生産工
程でロボット化が進めば労働負荷の低減、品質の安
定化につながると期待しています。
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T O P  C O M M I T M E N T

※「超熟」は乳児用規格適用食品（食品衛生法に基づき乳児
用食品に係る放射性物質の規格が適用される食品）と同等の
管理をしています。

関連記事 P11

取り組み事例

新
ブ
ラ
ン
ド

「
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麦
」を

ス
タ
ー
ト

取り組み事例

被
災
地
に

支
援
物
資
を

提
供

「超熟 国産小麦」をはじめ、さまざまな「和小麦」商品

社会のためにすぐに動く姿勢はPascoのDNA

Pascoのホームページでは、パンをよりおい

しく楽しめるおすすめレシピや「超熟」※を使

用した離乳食レシピを紹介しています。また、

工場では子どもたちへの食育活動の取り組

みとして、パン教室を開催しています。

取
り
組
み
事
例

「食育」で

地域社会へ

貢献

2024年1月、能登半島地震への支援としてロングライフ商品を届ける様子

国産小麦をもっと身近に、Pascoの思いも広く伝えたい

食生活のあるべき姿を
若い世代に伝えていきたい

乳幼児を含む若い世代に食育の機会を提供することは、重要だと感
じています。時代の変化とともに「食べること」への思いが薄れ、意識
を変えないと味気ない食生活になりがちです。だからこそ私たち食品
企業は、地道な活動ではありますが、若い世代に食生活のあるべき姿
を少しでも伝えていくことが大切だと考えています。押しつけにならな
いように気をつけながら、「こういう食生活はいかがですか」と提案し
ていくことで、若い人たちが充実した食生活を自ら選べる生活者に成
長していく。そのお手伝いができればと願っています。
そして食育を大切にする思いを、一人でも多くの社員が持ってくれた
ら嬉しいですね。食品企業で働く者としてそうした姿勢は大事だと思
います。

盛田社長の経営戦略と計画は、以下の5つの核となる価値観と優先事項によって推進されています。
これらは「Pascoが持続可能な成長を図りながら、生活者のための社会課題解決に貢献する」という
明確なビジョンを示しています。

事業の成功を社会課題の解決と
結びつけることを重視し、社会に
貢献できる存在であることを最優
先に掲げ、価値創造と一体化させ
た経営を目指している。

❶ 社会的目的
短期的な利益よりも持続可能な
発展に重点を置き、時代の変化に
適応し続けながら企業の存続と発
展を図るために、継続的な変革に
取り組んでいる。

❷ 長期思考

技術やビジネスは人々に奉仕する
ものでありその逆ではないという
考えを基本に、社員のウェルビー
イングを重視し、人を中心とした経
営を実践している。

❹ 人間中心のアプローチ
すべてのパートナーシップにおい
て双方向の価値創造の追求を基
本方針とし、外部との協力関係に
おいて、持続可能な関係の構築を
重視している。

❺ 相互利益

技術革新は企業の事業継続にお
いて必要不可欠なものと位置づ
け、特に生成AIなどの新技術につ
いて積極的に導入を進めている。

❸ 事業継続に不可欠な
　イノベーション

デイヴィス・スコット CSR顧問
企業倫理や経営・人材管理分野に幅広く精
通し、企業の社会的責任（CSR）経営に関す
る研究を行う。立教大学経営学部
教授。2008年からは、敷島製
パン株式会社のCSR顧問
として、専門的な視点から
助言を行っている。

被災地支援のはじまりは1920年の創業から3年後、
1923年の関東大震災時にさかのぼります。甚大な被
害を受けた関東地方に本社のある名古屋市から、救援
物資としてパンを送りました。1995年の阪神・淡路大
震災の際、関西の工場も被災したのですが、行政から
の緊急要請を受け、工場の復旧作業を進めながら他工

場の応援も得て、神戸周辺の避難所にパンをお届けしま
した。現在、災害時には全国の工場と連携しできる限り
の支援を行う体制を整えており、工場によっては要請を
受けたその日に出荷できる即応性も備えています。有事
にすぐ動くことはPascoのDNAとして根付いています。皆
さまのお役に立てるのであれば大変嬉しく思います。

盛

田社
長の思い

盛

田社
長の思い

盛

田社
長の思い

これまで10年以上にわたり、国産小麦のパンづくりによる
食料自給率向上に貢献する取り組みを進めてきました。
しかしお客さまにはPascoの思いがまだ十分に伝わって
いないと感じています。お客さまに国産小麦をより身近な

存在として受け止めていただきたいという思いから、「和小
麦」ブランドを立ち上げました。今後も「和小麦」を通じて国
産小麦への理解を深めていただき、Pascoの企業姿勢を
評価していただけるよう努力していきたいと考えています。

「食糧難を解決したい」という創業時からの理
念を受け継ぎ、食料自給率向上への貢献の
ため国産小麦を使用した商品開発に取り組
んでいます。2025年2月に、カテゴリやシリー
ズをまたいだ新ブランド「和小麦」を立ち上げ
ました。「和小麦」ロゴマークには、これからも
お客さまにおいしい国産小麦のパンを届け続
けるというPascoの思いを込めています。

これまで阪神・淡路大震災や東日本大
震災といった災害時に、被災地への支
援物資としてパンを提供してきました。
2024年に発生した「令和6年能登半
島地震」においても、農林水産省など
からの要請に基づき、菓子パンや長期
保存が可能なロングライフ商品を被
災地に提供し、復興を支援しました。

が生む新たな価値

今回のトップコミットメントを受けて CSR顧問より

社 会 とのつ ながり3

Pasco商品でつくる「パンの離乳食」レシピを
Webサイトで紹介

パスコ湘南工場では地域の子どもたちを対象に、
パン教室を開催
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特集
Pascoは新しい時代への価値創造を目指し、
業務や商品の革新に取り組んでいます。
この特集では、近年注力している
3つの取り組みを紹介します。

明日をつくる。 
P a s c o  I N N O VA T I O N !

Pascoの
イノベーション

生成A Iシステム
「SPAiS（スパイス）」

幅広い部門の現場で
業務改革と効率化を促進

財務経理部
関連事業グループ
マネージャー

澁澤 進
SPS推進部
部長付  係長

鈴木 康崇

SPAiSの立ち上げプロジェクトで事務局を務め、マー
ケティング、商品開発、法務など多様な部門から選出
されたメンバーたちと機能や活用法の検討を重ねま
した。2024年8月の本稼働から1年が経ち、1日あたり
約100人の社員が利用しています。用途はメール文の
作成・添削、表計算ソフトの関数作成、外国人技能実
習生向け教育資料の作成など幅広く、「業務改善につ
ながっている」との声も多く寄せ
られ、事務局として非常に嬉し
く感じています。経理に関する業
務特化型AIの開発も現在進め
ており、社内問い合わせ対応の
自動化によるさらなる生産性向
上を目指しています。

「仕事中に疑問点が生じた際、ネット検索では求める
情報にたどり着くまでに時間がかかるし、周囲の人に
相談するにも相手の都合が気になって声をかけづら
かった。でもSPAiSは気軽に相談でき、回答の精度も
高いので本当に助かっている」という声を社員から聞
き、導入効果を実感しています。また「ほかの社員の
SPAiS活用方法を知りたい」という声からオンライン
勉強会で社員による事例発表会
を行ったのですが、「こんな使い
方があるのか」と私自身も勉強に
なりました。皆さんの日々の業務
をサポートする良きパートナーと
して、今後もSPAiSを成長・進化
させていきたいと考えています。

多様なメンバーとともに
機能の検討を重ねました

日々の業務をサポートする
良きパートナーとなるように

生成AIシステム開発プロジェクト事務局を担当する二人。
SPAiSという名称には「業務にスパイス（味付け）を加える」
という意味も込めています。

※「スマート・パスコ・AI・システム」の略。

「SPAiS」※はPasco社員専用の生成AIシステム。社内データを参
照して回答する点が、一般的なAIツールとの違いです。開発を担
当した社員と、業務で実際に活用している社員に話を聞きました。
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SPAiSをどのように活用しているのか、さまざまな部署の社員が紹介します。

紹介したSPAiS活用法は、社内のオンライ
ン勉強会「Meet de 勉強会」などで発表さ
れた事例です。SPAiS活用の推進プロジェ
クトの一環として数カ月に一度、オンライン
勉強会を開催。社員が講師となって自ら得
た知見の共有を図っています。

「Meet de 勉強会」運営
担当者。左から、湯淺 莉
沙子（SPS推進部 企画グ
ループ）、寺本 由季（ブラ
ンドコミュニケーション
部 コミュニケーションデ
ザイングループ）、青倉 
まみ（財務経理部 債権
管理グループ チーフ）

勉強会で
SPAiS活用
事例を共有

店頭POPに使う画像を、営
業担当から依頼されること
があります。通常はPOP作
成ツールやフリー素材から
探すのですが、イメージし
たものがなかなか見つから
なかった時にSPAiSを利用。
イメージ通りの画像を作成
することができました。

店頭POPの
素材画像を作成

西日本支社
営業三部  営業管理グループ

諸江 奈津子

FAXでご注文をいただく
場合、その内容を社内シス
テムに手作業で入力すると
時間がかかる上、誤入力
のリスクもあります。そこで
SPAiSを活用。FAXをPDF
化してSPAiSに登録し、そ
の内容をCSVデータとして
出力できるようにしました。

FAXの内容を
データに変換

中部支社
営業二部  営業管理グループ
チーフ

角田 将和

営業員向け勉強会の準備
でSPAiSを活用し、資料、
開催案内メール、事前アン
ケートを効率よく作成でき
ました。それぞれにかかる時
間を大幅に短縮できたこと
で、その分を資料の質をよ
り高める時間や、ほかの作
業に充てられました。

メール文面や
アンケート内容を考案

西日本支社
営業一部  営業管理グループ
チーフ

新名 健一朗

商談に向けてのミーティン
グで検討事項に漏れがな
いかを確認したり、商談時
の効果的な想定問答を考
えてもらったり、ミーティン
グの備忘録を共通のフォー
マットに統一したりと、チー
ム営業のさまざまな場面で
活用しています。

チーム営業の
各場面で活用

東日本支社
営業二部  営業管理グループ

井上 美貴

全社の電話番号を記載し
たファイルを登録し、「○○
工場○○グループの番号
を教えて」と入力するだけで
検索できるようにしました。
さまざまな分野の社内教育
資料も登録。「○○につい
て教えて」と聞けば回答が
得られ、とても便利です。

各種社内情報を
簡単検索

東日本支社
営業三部  営業管理グループ
チーフ

小倉 里実

プライスカード用のキャッ
チコピー作成に利用しまし
た。各商品の特長を記載し
た資料はありますが、短くま
とめるのは大変です。そこで
SPAiSに「この内容を18字
以内のキャッチコピーにし
て」と頼んだところ、指示通
りに作成してくれました。

商品のキャッチコピー
を作成

中部支社
営業二部  営業二課
係長

長谷川 耕平

機械の説明書をSPAiSに登
録し、会話形式で知りたい
ことを効率よく調べられるよ
うにしました。最初に「あな
たはエンジニアの先生で
す」と役割を設定することで、
専門用語が頻出する難しい
内容の説明書でも、分かり
やすい回答が得られます。

説明書の内容を
会話形式で理解

技術部 
AI・ロボット開発グループ

久保田 光

生産ラインの3S（整理・整
頓・清掃）点検用にアプリの
作成に取り組み始めたもの
の、書籍やインターネットの
情報だけではうまく進みま
せんでした。そこでSPAiSの
AIチャットを活用。分かりや
すい回答が得られ、無事完
成させることができました。

3S点検用
アプリを作成

パスコ東京多摩工場
生産管理グループ
チーフ

小菅 貴雄

SPA iS 私の使い方

TOP IC S
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照して回答する点が、一般的なAIツールとの違いです。開発を担
当した社員と、業務で実際に活用している社員に話を聞きました。
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SPAiSをどのように活用しているのか、さまざまな部署の社員が紹介します。
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店頭POPの
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SPA iS 私の使い方
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Pascoの
イノベーション

国産小麦の
取り組み

「和小麦」ブランドを大きく育てて、
食料自給率の向上に貢献したい

「和小麦」ブランドへの思い

製品企画部　
製品企画グループ マネージャー

江口 宗則

2025年2月、Pascoは国産小麦
の小麦粉を使用した商品を「和
小麦」としてブランド化しました。
国産小麦の取り組みが新たな展
開を迎えるなか、その活動を支
える社員たちに話を聞きました。
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Pascoは「製パン業を通じて食料自給率の向上に貢
献したい」という思いのもと、2008年に国産小麦の取
り組みを開始しました。当時は国産小麦を使用したパ
ンを販売するメーカーはほとんどなく、お客さまに分か
りやすく伝えるために「国産小麦」という一般名称を用
いてきました。しかし近年、国産小麦を使用した商品
が広く販売されるようになり、このままではPascoの商
品が同質化してしまうのではないかという懸念が生ま
れました。そこでPascoの国産小麦商品ならではの価
値を明確に伝えるため、ブランド化プロジェクトを立
ち上げ、2025年2月に新ブランド「和小麦」を発表。従
来も国産小麦のロゴマークは存在していましたが、そ
れだけでは「ブランド」とはいえません。お客さまにどの
ような価値を提供できるかを明確に定義し、しっかり
と伝えていくことがブランド化において重要だと考え
ています。

Pascoには、20年以上にわたって国内の小麦生産者
や研究者の方 と々のつながりを大切にしてきた歴史が
あります。社長自ら北海道に足を運び、現地の方々と
の信頼関係を深めてきたナラティブと、開発チームが
培ってきた国産小麦に関する独自の知見と技術もあ
ります。「和小麦」ブランドは、こうしたPascoならでは
のつながり、ナラティブ、技術も表現するものです。お
いしさはもちろん、その背
景にある「食料自給率向
上への貢献」という社会
的な価値をお客さまに広
くきちんと伝えていくこと
が、「和小麦」ブランドを
育てていく私たちの使命
だと考えており、目指すも
のです。

Pascoの国産小麦商品ならではの
価値を伝えるために

「和小麦」ブランドに込めた
つながり、ナラティブ、技術

ロゴマークをデザイン

帯広畜産大学と共同研究

勉強会の準備では国産小麦商品の開発時のこだわりや、お取引先様との
商談の様子など、開発や営業をはじめ各部署の社員にインタビューを実
施しています。それぞれの声を紹介することで、普段は接点を持たない社
員同士の思いをつなぐことを目指しています。Pasco公式SNSの運用も担
当しており、今後も「和小麦」について積極的に発信し、「超熟」のように愛
されるブランドに育つよう、その一端を担えればと思います。

帯広畜産大学との共同研究では
「国産小麦の品種による味や風味の
違い」について探究しています。「和
小麦」商品には主に北海道産の小
麦を使用していますが、国産小麦の
使用量を拡大していくには、より多
くの地域の小麦を活用していく必要
があります。その実現に向けて、今
後も研究に取り組んでいきます。

ロゴマークが決定するまで、何度も修正と検証を繰り返しました。
Pascoの思いをしっかりと伝えたい。しかし商品名とともに入る
マークなので、目立ち過ぎてはいけない。そうしたバランスを考慮
しながら見直しを重ねました。最終的に決まったデザインは、
Pascoが長年取り組んできた国産小麦に関する知見や技術の蓄
積・進化を、少しずつ実っていく３つの小麦で表現しています。

商品パッケージに入る
「和小麦」ロゴマーク。連
なる3つの麦が目印です

飛田  圭美（右）
ブランドコミュニケーション部
コミュニケーションデザイングループ

森  めぐみ 製品企画部  製品企画グループ

木村  友音（左）
研究部  基礎研究グループ

「和小麦」を「超熟」のように
お客さまに愛されるブランドへ

「和小麦推進プロジェクト」における営業員向けオンライン勉
強会チームに携わっています。目指しているのは、社員に「パン
づくりで社会に貢献する」という創業の精神や、Pascoの国産
小麦の取り組みの浸透を図ること。「和小麦」ブランドの誕生は
社員のモチベーション向上にも結びついていると、勉強会を視
聴した皆さんの反応から強く実感しています。

安田  祐輔（左） ブランドコミュニケーション部
コミュニケーションデザイングループ チーフ

情報を継続的に発信し、社内の意識をひとつに

より多くの地域の
国産小麦の活用を研究

社内公募制度を利用して帯広畜
産大学大学院に2年間、留学しま
した。大学院では食品分野を中心
に幅広く学び、物事を多角的な視
点から考える力を身に付けることが
できました。現在は「味の見える化」
の研究に取り組んでおり、得た知
見を商品開発に生かすことを目指
しています。

宮地  舞（右）
研究部  基礎研究グループ

小麦の味を「見える化」し
商品開発に生かしたい

Pascoの知見・技術を表しました

「和小麦」ブランドを支える人たち

社内勉強会を開催

P a s c o  I N N O VA T I O N !
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Pascoの
イノベーション

配送ルート最適化
システムの活用

ドライバー不足と環境問題に対応し、
安定物流を維持するために

Pascoでは工場からお取引先様の店舗へ直接納品する配送において、
配送ルート最適化システム「Loogia（ルージア）」※を2020年より活用し
ています。導入の経緯や効果について、担当する社員たちに聞きました。
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※（株）オプティマインドが開発した、店舗情
報（住所や納品時間など）から最適な配送
ルートを計画し、物流効率化を図るシステム。

Loogia導入について

パスコウエストカンパニー
物流部 部長

今西 勝之

2020年ごろ、物流ドライバー不足が社会問題として
顕在化し、Pascoでも安定物流を維持するために配送
の効率化が喫緊の課題となっていました。しかし配送
ルートの見直しは、店舗ごとに異なる納品時間・方法
など、複雑な条件を考慮する必要があり、限られた人
にしかできない難しい作業でした。こうした中、盛田社
長が株式会社オプティマインドの社長と中部経済同友
会の勉強会で知り合ったことをきっかけに、Loogiaの
試験運用を開始。同様のシステムはそれまでにもあり
ましたが、Loogia導入の決め手となったのは、単に最
短距離を算出するのではなく、さまざまな条件を設定

でき、道路ごとの渋滞情報を考慮して自動的に配送
ルートを組める点、そして計算上の走行時間と実際の
走行時間に大きな差がなかった点でした。2022年5月
から中部エリアで配送ルートの見直しに活用し、その
後、順次対象エリアを拡
大。私たち自身も驚くほど
の効果が出ており、今後
もより広範囲での配送
ルート再編に活用してい
く方針です。

配送ルートの作成を
誰にでもできる作業に

私はLoogiaの運営管理に携わるとともに、「SDGs技術革新・CO2削減委
員会」の下部組織「排気ガス半減分科会」の事務局も務めています。Pasco
の事業活動におけるCO2排出量の約4割が配送車両の燃料使用によるもの
ですが、Loogiaを活用し配送を見直すことで、導入後1,028.6tのCO2排出
量が削減できています。現在も各地区の物流担当者が「持続的な安定物
流」と「CO2削減」を目指し、配送車両、時間、距離の削減に取り組んでいま
す。物流効率化を支えるツールとして、今後もLoogiaに期待しています。

配送ルートは、（株）オプティマインド、
Pasco、配送委託先会社の3社で連
携し、調整しながら作成します。図の
流れがすべて完了すると運用開始と
なります。

森  直人
物流企画部  
物流企画グループ

導入後
1,028.6tの
CO2排出量を
削減

Loogiaは人間では思いつかないような配送ルートを提案
します。ある配送委託先様は当初Loogiaが作成した配送
ルートについて、「この回り方でうまくいくのだろうか」と半
信半疑でした。しかし実際に試してみると時間を短縮でき、
納得して新しい配送ルートを採用いただきました。配送
ルートの改善は、委託先様との協働作業です。Loogiaの
導入は、Pascoと委託先様のコミュニケーションを活発化
させ、信頼関係を深める効果も生み出しています。

従来より配送コースの削減を目的にLoogiaを活用してい
ましたが、「物流2024年問題」への対応と配送委託先様か
らの要望を受け、ドライバーの適切な休憩時間の取得を考
慮したルート編成を実施。ドライバーの労働環境の改善に
役立っています。今後もLoogiaで可視化された課題を配
送委託先様と共有し、納品先であるお取引先様に対し、納
品時間規制の緩和や付帯作業の軽減について協力を要請
し、より働きやすい環境づくりにつなげたいと考えています。

吉澤  智昭
パスコイーストカンパニー
物流部  物流企画グループ  チーフ

委託先様との
信頼関係を深める効果も

山内  優子
パスコウエストカンパニー
物流部  中部地区物流管理課

ドライバーの働きやすい
環境づくりに貢献

配送ルートについて

環境負荷の低減に

物流担当者の声

＝CO2排出量 ▲ 1,028.6t-CO2

（2022年5月～2025年8月の累計）

Loogia導入後の
総削減効果

配送ルート作成の流れ

配送条件をLoogiaに登録し、店舗名、住所、
箱数、滞在時間などを入力した目的地入力
シートをLoogiaに取り込むことで、自動的に最
適な配送ルートが作成されます。

Loogiaのしくみ

データの作成 Loogiaで計算 計算結果の確認

ドライバー教育 出荷関係調整 店着時間の変更

3社で連携

物流のさらなる進化のために

配送委託先会社

（2022年5月～2025年8月の累計）

＝運行時間 ▲ 66,206時間
＝走行距離 ▲ 2,200,654km

Loogia導入後の総削減効果

P a s c o  I N N O VA T I O N !
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SDGコンパスとは：企業がSDGsを推進するための行動指針
SDGsを理解する
優先課題を決定する
目標を設定する
経営を統合する
報告とコミュニケーションを行う

第1ステップ
第2ステップ
第3ステップ
第4ステップ
第5ステップ

SDGs
100年委員会

各部門 カンパニー、営業、工場、本社部門、グループ企業…

事務局

報告 ／  指示

報告 ／ 実行 ／ 提言

Pascoが貢献を目指す8つのSDGs目標
（P2参照）に対して、4つのSDGs委員会
を設置して、貢献に向けて取り組んでい
ます。SDGs委員会の委員長は、各委員
会が貢献を目指すSDGs目標に関係が
深い部門の役員が務め、委員長の責任
のもと、各部門と連携して活動を推進し
ています。また、委員会の取り組みについ
ては、取締役をメンバーとするSDGs100
年委員会において報告を行っています。

SDGs
100年委員会

SDGs
100年委員会

SDGs更なる貢献
ワークショップ

SDGs理解浸透策

経営層

将来を担う若手社員

全社員

SDGsの取り組みの意義や必要性を議論し、
SDGs活動の舵取りを担う場。

バックキャスティングの思考を身につける
ワークショップを実施。

自身の業務とSDGsのつながりを理解し、
自分ごととして捉える教育を実施。

注：算定中の実績は「―」と記載しています　※1 対象期間をこれまでの1月～8月（速報値）から、9月～翌年8月へ変更。それに伴い、各年度の実績を算出し直しています。
※2  Webサイト「CSR・サステナビリティ」▶「地球環境のために」にて紹介。

経営企画部
サステナブル経営推進グループ

SDGs飢餓ゼロ・
健康委員会

SDGs教育・
ジェンダー平等委員会

SDGs技術革新・
CO2削減委員会

SDGsつくる責任
つかう責任委員会

取り組み
3つの

2023年度
実績

各年度の
対象期間SDGs目標目標・主な指標（2030年目標KPI） 本報告書での

紹介ページ

国産小麦の社内使用比率を2030年までに20％へ引き上げ

生活者の健康づくりに役立つ製品比率の引き上げ
KPI：健康志向製品の売上を倍増（2019年度比）

食料安全保障の観点を踏まえた未来視点での製品開発
KPI：食料不安に備えた製品の売上を3倍に（2019年度比）

ワーク・ライフ・バランス、
ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンの推進
KPI：①女性管理職比率：30％（2035年の達成を目指す）
　　 ② 6歳未満の子供を持つ夫の育児・家事関連時間
　　　  ：1日あたり150分

食を通じた教育活動
KPI：「食」を通じた教育活動で影響を与える人数：50万人

温室効果ガス排出量削減による地球温暖化防止
KPI：事業活動における温室効果ガス（CO2）排出量を
　　 50％削減（2013年度比）

AI・ロボット活用などの技術革新への取り組み
KPI：労働生産性を2倍に引き上げ
　　 （2017年度比。直接製造に関わる部分のみ）

KPI：①容器包装に関わる石油由来100％の
　　　 プラスチック使用重量を25％削減（2019年度比）
　　 ②工場から排出される廃棄物を25％削減（2019年度比）

地球環境のためにすべての廃棄物量の削減

持続可能な天然資源の利用向上
KPI：①購入油脂原材料の認証パーム油使用率：100％
　　 ②段ボール箱、化粧箱のFSC認証紙の使用率：100％

食品ロス・食品廃棄物の削減

国産小麦を使ったパンづくり
で食料自給率向上を目指す
（P.17）

食糧課題や環境負荷低減に
対応する商品の開発（P.17）

FSC認証紙を使用した
段ボール・化粧箱を導入
（P.22）

レッドカップキャンペーンを
通じて学校給食支援に寄付
（P.24）

配送用箱の一部変更による
CO₂削減（P.22）

子育てサポート企業として「プ
ラチナくるみん」認定（P.19） 
上司向けワークショップの開
催（P.19）
育児・介護トライアルの実施
（P.19）

①プラスチック使用量削減
の取り組み（P.22）
②工場における廃棄物排出
量削減の取り組み（P.21）

ロールパンの形状不良削減の
取り組み（P.23）

お客さまの健康づくりに役立
つ商品の発売（P.17）

※2

1.36倍

14.7％

1.53倍

①7.12％

②   －  ②　 －  

－ 8月時点

40.6％
削減

1.47倍

①   7.4％
②95.8％

3.0％
増加KPI：サプライチェーンを通じた食品ロス、食品廃棄物を50％削減

　　 （2019年度比）

①12%
　削減
②0.3%
　増加

2024年度
実績

1.37倍

16.8％

1.24倍

①7.74％

②   －  

13万人

44.0％
削減

1.57倍

①10.1%
②95.5%

1.9％
増加

①12.6%
　削減
②4.8%
　増加

9月～
翌年8月※1

9月～
翌年8月

9月～
翌年8月

① 9月時点

4月～
翌年3月

4月～
翌年3月

① 9月～
　翌年8月
② 4月～
　翌年3月

① 9月～
　翌年8月
② 9月～
　翌年8月

4月～
翌年3月

SDGsの取り組み
安全・安心で豊かな食生活の実現と、サステナブルな社会への貢献を通じて、

Pascoの持続的な発展を目指します。

サステナビリティの推進
PascoはSDGコンパスに則り、2019年からSDGsの社
内への理解浸透を目指した3つの取り組み（SDGs100
年委員会、SDGs更なる貢献ワークショップ、SDGs理
解浸透策）を推進するとともに、SDGs100年委員会のも
とに4つのSDGs委員会を発足させ、理解浸透から実践
の段階へ組織的な取り組みを進めています。

持続的な取り組みの推進にあた
り、すべての社員がSDGsへの理
解を深め、自分ごととして捉える
ことが重要だと考えています。階
層・役職に合わせた施策を展開
して理解の促進を図り、全社的な
推進体制の構築に取り組んでい
ます。

SDGsの社内への浸透に向けて

推進体制

SDGs目標に対する進捗

国産小麦の社内使用比率については、「和小麦」ブランドの立ち上げや「超熟」のリニューアルにより、前年度の14.7%から16.8%へと上昇
し、目標達成に向かって確実に前進しています。一方で、廃棄物量や食品ロス・食品廃棄物の削減については、生産量の増加に伴い増加
傾向となっています。さらなる削減活動に取り組むとともに、「SDGsつくる責任つかう責任委員会」にて2025年9月より、食品廃棄物の算
出方法の見直しを進めています。
なお、食を通じた教育活動については、本年度においてKPIとしていた10万人を達成したことから、目標を50万人に上方修正。食料安全保
障の観点を踏まえた未来視点の製品開発については、KPIを製品アイテム数から売上高に変更しています。

将来を担う若手社員24名 2025年2月～8月

若手メンバーが10年後の社会変化・社会課題を思い描き、Pascoらし
さを生かした新たな取り組みをバックキャスティングで考えるワーク
ショップを実施。参加者からは「Pascoだからこそ取り組むべきことに
ついて、改めて考えることができた」「チームで議論を重ねてアイデアが
組み合わさり、枠を超えた発想が生まれることを実感」「多くの人と関

わり、柔軟な考え方を身につ
けることができた」などの声が
聞かれました。新たな取り組
みのアイデアについては
SDGs委員会メンバーに発表
し、社内で共有しています。

対象

SDGs更なる貢献ワークショップ

全社員対象

社員一人ひとりがSDGsを自分ごととして捉えることを目
標に、SDGs職場教育を実施しています。教育後は「Do 
my SDGs」カードに「私の目標」を記入し、実践につなげ
ています。その取り組み内容については、社内SNSにおい
て社員同士のリレー形式で紹介・
共有しています。

パスコ東京多摩工場
設備課 係長

花岡 清貴

「Do my SDGs」カード

SDGs目標の13「気候変動に具体
的な対策を」を心がけており、課内
で選抜された省エネチームの一員
として省エネ活動に取り組んでい
ます。使用していない照明は消すな
ど、細かなことでも数字で確認する
と一目瞭然で、日々の積み重ねが
大切だと実感しています。

SDGsの取り組みに必要な
バックキャスティングの思考を学ぶ

SDGs理解浸透策
社員一人ひとりが
自身の業務とSDGsとの関わりを理解する

ワークショップ参加チームの一つ「教育・ジェンダー平等チーム」 

実施

（前列左から）  須貝 千穂     （冷食営業統括部 東日本冷食部 営業一課）
　　　　　加藤 貴子     （製品企画部 製品企画グループ）
　　　　　神田 菜乃子 （東日本支社 営業一部 営業二課）
（後列左から） 　勇元 翼        （西日本支社 営業一部 福知山営業所）
　　　　　川合 隼平     （神戸工場 生産管理グループ）
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注：算定中の実績は「―」と記載しています　※1 対象期間をこれまでの1月～8月（速報値）から、9月～翌年8月へ変更。それに伴い、各年度の実績を算出し直しています。
※2  Webサイト「CSR・サステナビリティ」▶「地球環境のために」にて紹介。

経営企画部
サステナブル経営推進グループ

SDGs飢餓ゼロ・
健康委員会

SDGs教育・
ジェンダー平等委員会

SDGs技術革新・
CO2削減委員会

SDGsつくる責任
つかう責任委員会

取り組み
3つの

2023年度
実績

各年度の
対象期間SDGs目標目標・主な指標（2030年目標KPI） 本報告書での

紹介ページ

国産小麦の社内使用比率を2030年までに20％へ引き上げ

生活者の健康づくりに役立つ製品比率の引き上げ
KPI：健康志向製品の売上を倍増（2019年度比）

食料安全保障の観点を踏まえた未来視点での製品開発
KPI：食料不安に備えた製品の売上を3倍に（2019年度比）

ワーク・ライフ・バランス、
ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンの推進
KPI：①女性管理職比率：30％（2035年の達成を目指す）
　　 ② 6歳未満の子供を持つ夫の育児・家事関連時間
　　　  ：1日あたり150分

食を通じた教育活動
KPI：「食」を通じた教育活動で影響を与える人数：50万人

温室効果ガス排出量削減による地球温暖化防止
KPI：事業活動における温室効果ガス（CO2）排出量を
　　 50％削減（2013年度比）

AI・ロボット活用などの技術革新への取り組み
KPI：労働生産性を2倍に引き上げ
　　 （2017年度比。直接製造に関わる部分のみ）

KPI：①容器包装に関わる石油由来100％の
　　　 プラスチック使用重量を25％削減（2019年度比）
　　 ②工場から排出される廃棄物を25％削減（2019年度比）

地球環境のためにすべての廃棄物量の削減

持続可能な天然資源の利用向上
KPI：①購入油脂原材料の認証パーム油使用率：100％
　　 ②段ボール箱、化粧箱のFSC認証紙の使用率：100％

食品ロス・食品廃棄物の削減

国産小麦を使ったパンづくり
で食料自給率向上を目指す
（P.17）

食糧課題や環境負荷低減に
対応する商品の開発（P.17）

FSC認証紙を使用した
段ボール・化粧箱を導入
（P.22）

レッドカップキャンペーンを
通じて学校給食支援に寄付
（P.24）

配送用箱の一部変更による
CO₂削減（P.22）

子育てサポート企業として「プ
ラチナくるみん」認定（P.19） 
上司向けワークショップの開
催（P.19）
育児・介護トライアルの実施
（P.19）

①プラスチック使用量削減
の取り組み（P.22）
②工場における廃棄物排出
量削減の取り組み（P.21）

ロールパンの形状不良削減の
取り組み（P.23）

お客さまの健康づくりに役立
つ商品の発売（P.17）

※2

1.36倍

14.7％

1.53倍

①7.12％

②   －  ②　 －  

－ 8月時点

40.6％
削減

1.47倍

①   7.4％
②95.8％

3.0％
増加KPI：サプライチェーンを通じた食品ロス、食品廃棄物を50％削減

　　 （2019年度比）

①12%
　削減
②0.3%
　増加

2024年度
実績

1.37倍

16.8％

1.24倍

①7.74％

②   －  

13万人

44.0％
削減

1.57倍

①10.1%
②95.5%

1.9％
増加

①12.6%
　削減
②4.8%
　増加

9月～
翌年8月※1

9月～
翌年8月

9月～
翌年8月

① 9月時点

4月～
翌年3月

4月～
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② 4月～
　翌年3月

① 9月～
　翌年8月
② 9月～
　翌年8月

4月～
翌年3月

SDGsの取り組み
安全・安心で豊かな食生活の実現と、サステナブルな社会への貢献を通じて、

Pascoの持続的な発展を目指します。

サステナビリティの推進
PascoはSDGコンパスに則り、2019年からSDGsの社
内への理解浸透を目指した3つの取り組み（SDGs100
年委員会、SDGs更なる貢献ワークショップ、SDGs理
解浸透策）を推進するとともに、SDGs100年委員会のも
とに4つのSDGs委員会を発足させ、理解浸透から実践
の段階へ組織的な取り組みを進めています。

持続的な取り組みの推進にあた
り、すべての社員がSDGsへの理
解を深め、自分ごととして捉える
ことが重要だと考えています。階
層・役職に合わせた施策を展開
して理解の促進を図り、全社的な
推進体制の構築に取り組んでい
ます。

SDGsの社内への浸透に向けて

推進体制

SDGs目標に対する進捗

国産小麦の社内使用比率については、「和小麦」ブランドの立ち上げや「超熟」のリニューアルにより、前年度の14.7%から16.8%へと上昇
し、目標達成に向かって確実に前進しています。一方で、廃棄物量や食品ロス・食品廃棄物の削減については、生産量の増加に伴い増加
傾向となっています。さらなる削減活動に取り組むとともに、「SDGsつくる責任つかう責任委員会」にて2025年9月より、食品廃棄物の算
出方法の見直しを進めています。
なお、食を通じた教育活動については、本年度においてKPIとしていた10万人を達成したことから、目標を50万人に上方修正。食料安全保
障の観点を踏まえた未来視点の製品開発については、KPIを製品アイテム数から売上高に変更しています。

将来を担う若手社員24名 2025年2月～8月

若手メンバーが10年後の社会変化・社会課題を思い描き、Pascoらし
さを生かした新たな取り組みをバックキャスティングで考えるワーク
ショップを実施。参加者からは「Pascoだからこそ取り組むべきことに
ついて、改めて考えることができた」「チームで議論を重ねてアイデアが
組み合わさり、枠を超えた発想が生まれることを実感」「多くの人と関

わり、柔軟な考え方を身につ
けることができた」などの声が
聞かれました。新たな取り組
みのアイデアについては
SDGs委員会メンバーに発表
し、社内で共有しています。

対象

SDGs更なる貢献ワークショップ

全社員対象

社員一人ひとりがSDGsを自分ごととして捉えることを目
標に、SDGs職場教育を実施しています。教育後は「Do 
my SDGs」カードに「私の目標」を記入し、実践につなげ
ています。その取り組み内容については、社内SNSにおい
て社員同士のリレー形式で紹介・
共有しています。

パスコ東京多摩工場
設備課 係長

花岡 清貴

「Do my SDGs」カード

SDGs目標の13「気候変動に具体
的な対策を」を心がけており、課内
で選抜された省エネチームの一員
として省エネ活動に取り組んでい
ます。使用していない照明は消すな
ど、細かなことでも数字で確認する
と一目瞭然で、日々の積み重ねが
大切だと実感しています。

SDGsの取り組みに必要な
バックキャスティングの思考を学ぶ

SDGs理解浸透策
社員一人ひとりが
自身の業務とSDGsとの関わりを理解する

ワークショップ参加チームの一つ「教育・ジェンダー平等チーム」 

実施

（前列左から）  須貝 千穂     （冷食営業統括部 東日本冷食部 営業一課）
　　　　　加藤 貴子     （製品企画部 製品企画グループ）
　　　　　神田 菜乃子 （東日本支社 営業一部 営業二課）
（後列左から） 　勇元 翼        （西日本支社 営業一部 福知山営業所）
　　　　　川合 隼平     （神戸工場 生産管理グループ）
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生活者の多様化するライフスタイルとニーズに応えるため、
Pascoはお客さまの健康づくりに役立つ商品の開発に取り組
んでいます。2024年11月、新シリーズ「おいしく減塩」シリーズ
から「おいしく減塩食パン」「おいしく減塩ロール」を発売。2025
年4月、16種類の雑穀を使用した「国産小麦と十六穀食パン」
を発売。また同年6月、「麦のめぐみ 全粒粉入り食パン」の全粒
粉使用比率をアップし※、リニューアルを行いました。

日本の食料自給率向上へ貢献するため、2030年までに商品
における国産小麦の使用比率20％を目指しています。目標達
成に向けて、国産小麦を使用した新商品の開発や既存商品
への活用などの取り組みを行っています。2025年1月に基幹
商品の「超熟」「超熟 山型」をリニューアルし、小麦粉中の国
産小麦の比率を従来の13%から17%に引き上げました。業務
用冷凍パンのWebサイト「パンたす」でも、Pascoの国産小麦
の取り組みやお取引先様で取り扱いいただける商品を紹介し
ています。今後も国産小麦を使用した商品づくりに、積極的に
取り組んでいきます。

左） 「国産小麦と十六穀食パン」
右） 「麦のめぐみ 全粒粉入り食パン」

毎年、全社員から新定番商品のアイデアを募るコンテストを開
催しています。生活者のライフスタイル・ニーズの変化を捉えた
商品開発と、Pascoブランドを担う新しい定番商品の創出が目
的で、受賞作のアイデアをもとに商品化を行います。これまでの
受賞作から、「国産小麦 カラメリゼバウム」「ハムたまごパイ」が
2025年に商品化されました。

より広くおいしさを届け、

豊かな食生活を支え続けます。

豊かな
食生活の
ために

※対象期間を年単位（1月1日～12月末）から、年度単位（9月1日～翌年8月末）へ変
　更しました。それに伴い各年度の数値を算出し直しています。
※対象範囲は2022年8月末までは敷島製パン本体のみ、2022年9月1日からは敷島製
　パンおよび四国シキシマパン、信州シキシマです。
※国産小麦の生産状況などにより、使用比率が減少する場合もあります。 

「国産小麦 カラメリゼバウム」

左） 「おいしく減塩食パン」
右） 「おいしく減塩ロール」

「ハムたまごパイ」

お客さまの健康づくりに
役立つ商品の発売

※当社従来品比。

国産小麦を使ったパンづくりで
食料自給率向上への
貢献を目指す

「豆乳パン ソイラテ」「おから豆乳ドーナツ」

「&Green」ロゴマーク

PascoはSDGs活動の一環として、食糧課題に対して植物性
素材を積極的に活用し環境に配慮した「＆Green」シリーズ
を展開しています。2024年9月、生地に豆乳を練り込んだパ
ンにソイラテ風クリームを挟んだ「豆乳パンソイラテ」を発売。
包材にも一部、植物由来の原料を使用しています。また、おか
らパウダーと豆乳を使用した業務用冷凍生地「おから豆乳
ドーナツ」を発売しました。Pascoはこれからも、おいしさの追
求だけでなく、環境に配慮したサステナブルな取り組みを進め
ていきます。

食糧課題や環境負荷低減に
対応する商品の開発

アイデアコンテストによる
新商品の開発

Pascoは2016年秋、フランスにパリ事務所を設置しました。
製パン技術やパン中心の食生活など現地情報を収集し、
Pascoの商品開発力・提案力を高めることが目的です。2021
年9月よりコロナ禍の影響を受けて活動を停止していました
が、2025年5月に再開。パリ市内は元より、ヨーロッパ全体の
ベーカリー視察、展示会・メーカー・産地視察を行い、情報
収集を行っています。

パリ事務所の活動を再開

「十勝バタースイート」 「ピザスティック」

パスコ・サポーターズ・クラブ（以下、PSC）のコミュニティサイ
ト「Pascoとおいしい時間」では、サイト上やイベントを通じて、
PascoとPSC会員さま、会員さま同士のコミュニケーションを
深めています。サイトでは毎月、会員の皆さまとの共創企画と
してアレンジレシピを紹介しています。2025年8月、「アンバサ
ダーお茶会」を本社（名古屋市）で開催。全国から集まった
Pasco公認アンバサダー※25名が、パンをテーマに意見交換
を行いました。これからもお客さまとのコミュニケーションを図
る環境づくりを行っていきます。

「アンバサダーお茶会」の様子

SNSやイベントを通じた
お客さまとのコミュニケーション

※PSC会員さまの中心となって、口コミでPascoの魅力を伝える活動をしていただいて
　います。

コミュニティサイト「Pascoとおいしい時間」

長期保存が可能なパンとして、災害時の備蓄や買い置き需要
に対応する「ロングライフ」シリーズの商品開発に取り組んで
います。お客さまから味わいや賞味期限の長さについて評価
をいただく一方で、パサつきや風味など品質改善への要望を
受け、2025年6月に同シリーズをリニューアル。生地の配合を
見直すことで、食感と風味の向上を図りました。また、よりバリ
ア性の高い包材に変更することで同シリーズ商品「十勝バ
タースイート」「ピザスティック」の賞味期限を従来品より25
日延長しました。

災害時に役立つ
「ロングライフ」シリーズの開発

「国産小麦 カラメリゼバウム」を提案しました。商
品化にあたって製品企画や開発の担当社員と打合
せを行い、最初の試作品はカラメリゼ部分の色が
薄かったので、カラメリゼ風にもっと色合いを濃く
してほしいなど要望し、試食を重ねました。多くの
方々の力で1つの商品が生み出されているのだと、
改めて実感しました。

廣津 貴子
東日本支社 営業一部 山梨営業所

V O I C E

Pascoの国産小麦の使用比率の推移
Pascoでは年間の小麦粉調達量に対する、
国産小麦の小麦粉調達量の比率を算出しています。
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催しています。生活者のライフスタイル・ニーズの変化を捉えた
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より広くおいしさを届け、
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Pasco公認アンバサダー※25名が、パンをテーマに意見交換
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「国産小麦 カラメリゼバウム」を提案しました。商
品化にあたって製品企画や開発の担当社員と打合
せを行い、最初の試作品はカラメリゼ部分の色が
薄かったので、カラメリゼ風にもっと色合いを濃く
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廣津 貴子
東日本支社 営業一部 山梨営業所

V O I C E

Pascoの国産小麦の使用比率の推移
Pascoでは年間の小麦粉調達量に対する、
国産小麦の小麦粉調達量の比率を算出しています。
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（前列左から2人目）介護トライアルを行った長井陽二郎係長、（前列左から3人目）育
児トライアルを行った永澤花菜子さん（共に中部支社 営業一部 営業課）

※「子育てサポート企業」として厚生労働大臣の
　認定を受けた証。 プラチナくるみんマーク

2025年5月より、子育てや介護をする環境ではない社員が当
事者になりきり、時間制約のある働き方を体験する「育児・介
護トライアル」を実施しました。育児・介護と仕事の両立につ
いて理解を深め、誰もが安心して活躍できる職場環境をつく
ることが目的です。当事者役となる社員と職場のメンバーが
チームとなり、課題や実態の抽出を行いました。当事者役の社
員からは「業務依頼や定時退社に対して気が引けたが、メン
バーからの声がけが支えとなった」、上司・同僚からは「業務を
分担化して属人化を解消できた」「仕事では極力悩みなどを
抱えさせない配慮が必要」などの声を聞くことができました。
今後もさまざまな取り組みを通じて、誰もが安心して働ける職
場環境づくりを行っていきます。

人事・労務に関する主なデータ

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

3,530人

1,680人

40人

35人

14人

35人

35.0%

100.0%

47.7日

0人

178人

2人

3人

3人

1人

3,367人

1,538人

46人

37人

20人

37人

43.5%

100.0%

35日

0人

193人

２人

２人

２人

３人

社員数（パートナー社員含む）

子どもが産まれた社員数

介
護
関
連

取得者数

育児休業
取得率

利用者数短時間勤務利用者数

短時間勤務利用者数

取得者数介護休業

利用者数

平均取得日数

育
児
関
連

2022年度

男性育休支援のための取り組みとして、
配偶者が出産する男性社員とその上司
に向けた出産フォロー面談の必須化や、
育児に関する制度などの情報を集めた
「仕事と育児のための両立サポート読
本」の掲示で、育休の取得しやすい環境
づくりを推進。男性育休の取得率は上昇
してきており、2024年度は55.3％になり
ました。

2023年度

休
業

休
業・休
暇

人事・労務に関する
データの詳細については、
Webサイトに掲載しています。

https://www.pasconet.co.jp/csr/workplace/

3,352人

1,524人

47人

43人

26人

43人

55.3%

100.0%

35.8日

1人

171人

1人

２人

1人

2人

2024年度

※各年度の対象期間は9月1日～翌年8月末。社員数は8月時点の値を示しています。

ニューヨーク最大の料理学校「 Inst i tute  of  
Culinary Education（以下ICE）」へ2023年8月
から約2カ月半留学しました。ICE留学を志望した
のは「おいしいとは何か？を探求したい」「世界で
流通しているパンやそのコンセプトを詳しく知りた
い」という思いからです。ICEの授業は実学重視で、
五感を通じて世界中の食品に触れ、多種多様な
パンや菓子類を実習でたくさんつくりました。
ニューヨークでは多様性に満ちたパンに出会い、
どんな視点で「おいしい」を見るのかが大切だと再
確認しました。また食品企業に勤める身として、お
いしさを多面的に捉える重要性に気付くことがで
きました。

坪井さんは現在、ライフスタイル・
マーケットトレンド研究所所長付係
長としてパリ事務所に駐在し、留学
の経験を活かして活躍しています。

坪井 一将
製品企画部部長付 係長

V O I C E
多様な社員がより安心して働ける

職場環境づくりを推進しています。

働きがいの
ある

職場づくり 社員の成長意欲に応えるため、毎年広く留学・研修希望者を
募り、社内外、国内外の教育機関へ社員を派遣しています。ま
た若手社員の計画的な育成を目指し、配属職場における教育
担当者（OJTリーダー）の任命および関連研修の実施、OJT
計画書の活用などを行い、新入社員の組織的な育成に取り組
んでいます。

●  Institute of Culinary Education （ICE）留学
●  グローバル人材育成研修
●  パスコアカデミー「パン製造基礎科」「パン製造科」
●  北海道・夢パン研修
　（Pasco札幌セントラルキッチンほか）
●  日本パン技術研究所
   「製パン技術教育コース 本科100日間」
●  (財)日本生産性本部
   「経営コンサルタント養成講座 3カ月コース」
●  （株）ワーク・ライフバランス
   「WLBコンサルタント養成講座」
●  あいち男女共同参画財団
　「女性管理職養成セミナー」
●  国内の大学院・大学・専門学校

留学・研修生公募コース一覧

留学・研修制度により
社員の自己啓発を支援

Pascoは2009年に「くるみん認定」※を受けました。その後の
取り組みとして、配偶者の出産を控えた男性社員との面談を
開始し男性の育児休業取得率が高まったことや、仕事と育児
の両立支援のための制度拡充を進めたことにより、2025年3
月に「プラチナくるみん認定」となりました。Pascoでは「ダイ
バーシティ・エクイティ＆インクルージョン」を掲げ、性別や国
籍に関係なく、一人ひとりが持つ経
験・能力・意見を互いに認め合う社
風を目指しています。今後も機会平
等な職場づくりや両立支援制度の
拡充などの改革を進めていきます。

子育てサポート企業として
「プラチナくるみん」認定

育児・介護トライアルの
実施

関連記事 P18
「パリ事務所の
活動を再開」

ワークショップの様子

Pascoは女性社員の活躍推進の一環として、2025年5月から
8月にかけて、全課長職を対象に上司向けワークショップを実
施しました。女性役職者育成に向けた上司としてのコミュニ
ケーション力の向上などを目的とする研修で、外部講師との
模擬面談でコミュニケーションスキルを学びました。また参加
者と人事部の意見交換を行い、女性役職者育成における課
題を共有しました。

女性役職者育成のための
上司向けワークショップの開催

給与明細の閲覧、転居や結婚、出産・育児、介護、通勤方法の
変更などの申請手続きを、パソコンを貸与されていない社員
が個人のスマートフォンで対応できるよう電子化しました。ま
た、人事制度や就業規則、賃金規則といった主な規定を社員
がいつでもスマートフォンから閲覧できるよう、情報の共有化
を図りました。ペーパーレスにより紙の保管や管理の手間が
省け、仕分け・配布の時間もなくなることから業務効率化にも
つながりました。

給与明細・申請手続きの電子化
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石油由来100%のプラスチック使用量削減の取り組み

結果内 容

包装紙の薄肉化および
バイオマスプラスチック使用包材への材質変更
「白い食卓ロール」

バイオマスプラスチック使用包材への材質変更
「My Bagel」シリーズ

▲ 4.6t /年

▲ 1.4t /年

環境保全に関する目標と実績

各種環境データの詳細については、
Webサイトに掲載しています。

https://www.pasconet.co.jp/csr/data

対象範囲：敷島製パン（グループ企業は除く）

生産・オフィスに係るエネルギー使用原単位は前年度比
96.9％となり、1％以上削減の目標を達成できました。輸送に
係るエネルギーは、工場生産ラインの改修工事に伴う工場間
での配送量の増加、および九州エリアにおける出荷量増加に
伴い燃料使用量が増加したため、未達成となりました。また、
二酸化炭素排出量は、目標が2013年度比50％削減のところ、

2024年度実績は56.0％でした。物流における非化石燃料の
導入など、引き続き、CO2削減に向け、取り組みを進めてまい
ります。

事業活動における影響を把握し、

さまざまな保全活動を継続しています。
地球環境の
ために

工場から出る廃棄物削減の取り組みとして、一部原材料の荷姿※

の変更をお取引先様との連携をもとに行いました。2025年7月
より神戸冷食プラントにおいて、粉末油脂の荷姿を段ボールから
クラフト袋へ変更し、廃棄重量を従来より64%削減（年間約1.8t
削減）。2025年6月よりパスコ利根工場において、小麦粉の荷姿
をクラフト袋からローリー車納品に変更し、廃棄重量を100%削
減（年間約4.1t削減）しました。このほか廃プラスチックの削減活
動（原材料袋のサイズダウン、材質変更など）も実施しています。
※荷物を輸送する時の外観の状態。

工場における廃棄物
排出量削減の取り組み

生産現場と営業現場が連携し、営業担当者を対象に冷
凍商品における廃棄物削減に関する勉強会を実施して
います。廃棄の実態や生産依頼をした商品の在庫管理を
含めて営業活動にも責任があることの認識と意識づけを
行い、廃棄物削減へつなげています。また、生産数の予測
精度向上や賞味期限の延長を行い、在庫過多による賞
味期限切れ商品の廃棄リスクの低減を図っています。今後
も商品の廃棄物削減に向けて取り組みを続けていきます。

冷凍商品における
廃棄物削減の取り組み

※対象期間 :2024年9月～2025年8月。

FSC認証マーク

環境保全活動の一つとして、商品の包装資材（段ボール箱や
化粧箱）をFSC認証紙を使用したものへ変更する取り組みを
行っています。FSC認証紙とは、適切に管理された森林から生
産された木材を使った紙のことです。FSC認証を受けた商品
を企業と生活者が使っていくことで、森林資源の保護につな
がります。クリスマスケーキの化粧箱をFSC認証紙に変更し、
これにより包装資材の95.5%※をFSC認証紙に変更できました。

FSC認証紙を使用した
段ボール箱・化粧箱を導入

「薫るパンクラストビール」

※1  1本の食パンを1斤ずつにカットする前の両端部分。
※2  本来廃棄される予定の物に新たな価値を付加し、別の商品として再生すること。
※3  分類上は発泡酒。

安全・安心で豊かな食生活と、サステナブルな社会の実現の
両立に貢献したいという考えに基づき、2025年5月、「超熟」の
ミミ※1をアップサイクル※2した「薫るパンクラストビール※3」を
盛田金しゃちビール株式会社と共同開発しました。「クラスト
ビール」とは、小規模な醸造所でつくられ、個性的な味わいや
香りが特徴の「クラフトビール」と、パンのミミを指す「クラスト」
を掛け合わせた造語です。「超熟」の製造過程で出たミミを、
ビールの原料であるモルトと一部置き換えてつくっています。
従来よりパンのミミなどを飼料に活用する食品リサイクルに取
り組んできましたが、お客さまにご愛顧をいただいている「超
熟」のミミもおいしく味わっていただきたいという思いから商品
化を行いました。

「薫るパンクラスト
ビール」の開発

配送用段ボール箱と商品

お取引先様への商品配送時にプラスチック製の箱を使用して
いますが、配送スケジュールの都合で空箱の回収頻度が少な
い店舗など、一部のお取引先様に対しては段ボール箱に変更
しています。これにより配送後の空箱回収や洗浄作業が不要
になり、その結果、回収時と洗浄時におけるCO2排出量を年
間9.45t削減。段ボール箱はリサイクルが容易で、使用後も資
源として再利用が可能です。またプラスチック箱に比べ軽量な
ため、物流委託先企業での作業負荷を軽減できました。

配送用箱の一部変更
によるCO2削減と
作業負荷軽減

「白い食卓ロール」 「My Bagel」

Pascoは、容器包装に関わる石油由来100%のプラスチック
使用量を25%削減する（2019年度比）という目標に取り組ん
でいます。2024年9月より「白い食卓ロール」の包装紙の薄肉
化とバイオマスプラスチック使用包材への材質変更、2025年
2月より「My　Bagel」シリーズのバイオマスプラスチック使用
包材への材質変更を実施。このほか、パッケージの留め具を
省くクロージャーレス化、プラスチックトレーレス化を行って
います。今後もプラスチック使用量の削減に向けて取り組ん
でいきます。

プラスチック使用量削減の
取り組み

クリスマスケーキの化粧箱

達成
3.1%削減

（前年度比96.9%）

未達成
0.2%増加

（前年度比100.2%）

40.6%削減
（2013年度比59.4%）

44.0%削減
（2013年度比56.0%）

生産・オフィス

　2024年度実績 ※1　2023年度実績 ※1環境目標項　目 目標達成度

輸　送

食品廃棄物

エ
ネ
ル
ギ
ー

廃棄物全体の
リサイクル

食品廃棄物の
リサイクル

149kg/百万円

92.7%

98.7%

156kg/百万円

91.4%

98.8%

0.3206kℓ/百万円

0.0728kℓ/百万円

0.3106kℓ/百万円

0.0730kℓ/百万円

達成

達成

未達成

※3二酸化炭素排出量
当社事業活動における温室効果ガス（CO2）排出量を
2030年までに2013年度比50%削減

食品廃棄物のリサイクル率を、
95％以上を維持し100%に近づける

廃棄物全体のリサイクル率を、
90％以上を維持しさらに向上させる

食品廃棄物発生原単位※2（食品廃棄物発生量/売上高）を、
166kg/百万円以下に削減

輸送に係るエネルギー使用原単位※2

（原油換算kℓ/標準卸金額）を、
改正省エネ法に基づき年平均1%以上削減

生産・オフィスに係るエネルギー使用原単位※2

（原油換算kℓ/標準卸金額）を、中長期的にみて
年平均1%以上削減

※1 各年度の対象期間は、4月1日～翌年3月末。　※２ 原単位とは、一定量の商品を生産・輸送するために必要な原材料やエネルギーなどの量を表す単位。　
※3 目標達成度は2030年3月末に判定を行います。
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石油由来100%のプラスチック使用量削減の取り組み

結果内 容

包装紙の薄肉化および
バイオマスプラスチック使用包材への材質変更
「白い食卓ロール」

バイオマスプラスチック使用包材への材質変更
「My Bagel」シリーズ

▲ 4.6t /年

▲ 1.4t /年

環境保全に関する目標と実績

各種環境データの詳細については、
Webサイトに掲載しています。

https://www.pasconet.co.jp/csr/data

対象範囲：敷島製パン（グループ企業は除く）
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96.9％となり、1％以上削減の目標を達成できました。輸送に
係るエネルギーは、工場生産ラインの改修工事に伴う工場間
での配送量の増加、および九州エリアにおける出荷量増加に
伴い燃料使用量が増加したため、未達成となりました。また、
二酸化炭素排出量は、目標が2013年度比50％削減のところ、

2024年度実績は56.0％でした。物流における非化石燃料の
導入など、引き続き、CO2削減に向け、取り組みを進めてまい
ります。

事業活動における影響を把握し、

さまざまな保全活動を継続しています。
地球環境の
ために

工場から出る廃棄物削減の取り組みとして、一部原材料の荷姿※

の変更をお取引先様との連携をもとに行いました。2025年7月
より神戸冷食プラントにおいて、粉末油脂の荷姿を段ボールから
クラフト袋へ変更し、廃棄重量を従来より64%削減（年間約1.8t
削減）。2025年6月よりパスコ利根工場において、小麦粉の荷姿
をクラフト袋からローリー車納品に変更し、廃棄重量を100%削
減（年間約4.1t削減）しました。このほか廃プラスチックの削減活
動（原材料袋のサイズダウン、材質変更など）も実施しています。
※荷物を輸送する時の外観の状態。

工場における廃棄物
排出量削減の取り組み

生産現場と営業現場が連携し、営業担当者を対象に冷
凍商品における廃棄物削減に関する勉強会を実施して
います。廃棄の実態や生産依頼をした商品の在庫管理を
含めて営業活動にも責任があることの認識と意識づけを
行い、廃棄物削減へつなげています。また、生産数の予測
精度向上や賞味期限の延長を行い、在庫過多による賞
味期限切れ商品の廃棄リスクの低減を図っています。今後
も商品の廃棄物削減に向けて取り組みを続けていきます。

冷凍商品における
廃棄物削減の取り組み

※対象期間 :2024年9月～2025年8月。

FSC認証マーク

環境保全活動の一つとして、商品の包装資材（段ボール箱や
化粧箱）をFSC認証紙を使用したものへ変更する取り組みを
行っています。FSC認証紙とは、適切に管理された森林から生
産された木材を使った紙のことです。FSC認証を受けた商品
を企業と生活者が使っていくことで、森林資源の保護につな
がります。クリスマスケーキの化粧箱をFSC認証紙に変更し、
これにより包装資材の95.5%※をFSC認証紙に変更できました。

FSC認証紙を使用した
段ボール箱・化粧箱を導入

「薫るパンクラストビール」

※1  1本の食パンを1斤ずつにカットする前の両端部分。
※2  本来廃棄される予定の物に新たな価値を付加し、別の商品として再生すること。
※3  分類上は発泡酒。

安全・安心で豊かな食生活と、サステナブルな社会の実現の
両立に貢献したいという考えに基づき、2025年5月、「超熟」の
ミミ※1をアップサイクル※2した「薫るパンクラストビール※3」を
盛田金しゃちビール株式会社と共同開発しました。「クラスト
ビール」とは、小規模な醸造所でつくられ、個性的な味わいや
香りが特徴の「クラフトビール」と、パンのミミを指す「クラスト」
を掛け合わせた造語です。「超熟」の製造過程で出たミミを、
ビールの原料であるモルトと一部置き換えてつくっています。
従来よりパンのミミなどを飼料に活用する食品リサイクルに取
り組んできましたが、お客さまにご愛顧をいただいている「超
熟」のミミもおいしく味わっていただきたいという思いから商品
化を行いました。

「薫るパンクラスト
ビール」の開発

配送用段ボール箱と商品

お取引先様への商品配送時にプラスチック製の箱を使用して
いますが、配送スケジュールの都合で空箱の回収頻度が少な
い店舗など、一部のお取引先様に対しては段ボール箱に変更
しています。これにより配送後の空箱回収や洗浄作業が不要
になり、その結果、回収時と洗浄時におけるCO2排出量を年
間9.45t削減。段ボール箱はリサイクルが容易で、使用後も資
源として再利用が可能です。またプラスチック箱に比べ軽量な
ため、物流委託先企業での作業負荷を軽減できました。

配送用箱の一部変更
によるCO2削減と
作業負荷軽減

「白い食卓ロール」 「My Bagel」

Pascoは、容器包装に関わる石油由来100%のプラスチック
使用量を25%削減する（2019年度比）という目標に取り組ん
でいます。2024年9月より「白い食卓ロール」の包装紙の薄肉
化とバイオマスプラスチック使用包材への材質変更、2025年
2月より「My　Bagel」シリーズのバイオマスプラスチック使用
包材への材質変更を実施。このほか、パッケージの留め具を
省くクロージャーレス化、プラスチックトレーレス化を行って
います。今後もプラスチック使用量の削減に向けて取り組ん
でいきます。

プラスチック使用量削減の
取り組み

クリスマスケーキの化粧箱

達成
3.1%削減

（前年度比96.9%）

未達成
0.2%増加

（前年度比100.2%）

40.6%削減
（2013年度比59.4%）

44.0%削減
（2013年度比56.0%）

生産・オフィス

　2024年度実績 ※1　2023年度実績 ※1環境目標項　目 目標達成度

輸　送

食品廃棄物

エ
ネ
ル
ギ
ー

廃棄物全体の
リサイクル

食品廃棄物の
リサイクル

149kg/百万円

92.7%

98.7%

156kg/百万円

91.4%

98.8%

0.3206kℓ/百万円

0.0728kℓ/百万円

0.3106kℓ/百万円

0.0730kℓ/百万円

達成

達成

未達成

※3二酸化炭素排出量
当社事業活動における温室効果ガス（CO2）排出量を
2030年までに2013年度比50%削減

食品廃棄物のリサイクル率を、
95％以上を維持し100%に近づける

廃棄物全体のリサイクル率を、
90％以上を維持しさらに向上させる

食品廃棄物発生原単位※2（食品廃棄物発生量/売上高）を、
166kg/百万円以下に削減

輸送に係るエネルギー使用原単位※2

（原油換算kℓ/標準卸金額）を、
改正省エネ法に基づき年平均1%以上削減

生産・オフィスに係るエネルギー使用原単位※2

（原油換算kℓ/標準卸金額）を、中長期的にみて
年平均1%以上削減

※1 各年度の対象期間は、4月1日～翌年3月末。　※２ 原単位とは、一定量の商品を生産・輸送するために必要な原材料やエネルギーなどの量を表す単位。　
※3 目標達成度は2030年3月末に判定を行います。
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Pascoは食品価格高騰などで苦しむ子どもたちや学生などを
支援するため、商品を提供する活動を行っています。製造過程
で発生した余剰商品をこども食堂などの教育支援団体に提供
し、廃棄ロスの削減だけでなく、子どもたちが空腹を満たして学
習に集中できる環境を整えること、食費に充てていた資金を教
育資金として活用してもらうことを目的としています。

外食産業向けロールパン（冷凍生地）の整形工程で発生していたバット型
不良の削減を目指し、設備の改善を行いました。

神戸冷食
プラント

取り組み
の背景

課題

対策

検証

さらに調査を行ったところ、生地がモルダーローラーを通過する際にズレが発生していました。
そのためさらなる対策に取り組みました。

品質の安定化とロス削減のため

「TPM活動※」を継続しています。
ロス・ムダ・
コスト削減

※ TPM（トータル・プロダクティブ・メンテナンス/マネジメント）活動：あらゆるロス・ムダ・コストを削減し、品質と生産性を高める改善活動。

地域との交流を大切にしながら

豊かな社会づくりに貢献し続けます。
社会への
貢献

ロールパンの形状不良削減の取り組み

レッドカップマーク

Pascoは中部経済同友会の会員として「IPPO IPPO NIPPON
プロジェクト 能登半島支援」を通じ、能登半島地震復興支援
への寄付を行いました。同プロジェクトは、被災地の皆さまが再
び元気を取り戻すための力になることを目的に全国の経済同
友会が立ち上げたもので、企業や個人から寄付を募り、能登半
島の復興に役立てるため支援を必要とするところへ直接お届
けしています。集まった寄付金をもとに、同プロジェクトより石
川県内の高校へ実習用機材が贈られました。

経済同友会を通じて
能登半島復興を支援

Pascoは2005年より「WFP国連世界食糧計画」の日本におけ
る公式支援窓口である認定NPO法人「国連WFP協会」の評
議員として、その活動を支援しています。2024年5月から同協
会の「レッドカップキャンペーン」に参加。商品の売り上げの一
部を、途上国の子どもたちに食べ物と教育を提供する「学校給
食支援」に寄付しています。これか
らも世界の子どもたちが安心して
教育を受け続けられるお手伝いを
していきたいと考えています。

レッドカップキャンペーンを
通じて学校給食支援に寄付

※「こども食堂の支援を通じて、誰も取り
　こぼさない社会をつくる。」ことをビ
　ジョンに活動する認定NPO法人。

むすびえの小山秀幸様（右）へ目録を贈呈

Pascoは国産小麦への取り組みと思いを知っていただくため、
2025年2月から4月にかけて「にほんの小麦と生きてゆく。
Pasco 和小麦マイレージキャンペーン」を実施。購入した対象
商品のレシート登録でポイントが付与され、参加者が登録した
ポイント数に応じて認定NPO法人全国こども食堂支援セン
ター・むすびえ※へ50万円を寄付しました。寄付金は全国のこ
ども食堂の支援活動に役立てていただきます。

キャンペーンを通じて
「むすびえ」へ寄付
全国のこども食堂支援へ

商品の提供による
社会貢献

「十勝バタースティック」シリーズの売り上げの一部を寄付

神戸冷食プラント ロールラインのメンバー

ローラーガイドの設置で、バット型不良のゼロ化を達成！

整形工程の流れ 展圧板の断面図

展圧板を
通る際に、
生地の位置が
左右にズレると
不良発生

展圧板のセンターを中心に
生地を左右に伸ばす

生地が展圧板の中心を
通っていないのでは？

生地の通り道であるカラス口からカーリング
ネットまでの中心を確認し、正しい位置に調
整・固定化を実施。

カラス口
シュート

モルダーローラー
カーリングネット
展圧板

生地の流れ

展圧板センター

中心

バット型不良とは

細い太い

●1 

展圧板が水平ではないのでは？
水平調査を行い、水平になるよう復元。
●2 

しかし、引き続きバット型不良が発生

一定の効果はあったもの
の生地が流れる際にガイ
ドに接触し、停滞が発生
して生地が進まない。

●1 生地を巻くカーリングネット
    の手前にガイドを設置

ガイドに生地が接触するとロー
ラーが回転し、抵抗を逃しながら
生地の進行方向を変えられる
ローラーガイドを製作。

●3 オリジナルの
　ローラーガイドを製作

他ラインで使用している
ローラーガイドに着目。

●2 ガイドの形状を変更 ローラーガイドが流れてきた生地を軌道
修正し、展圧板の中心を通るように改善！

●4 ローラーガイドを
　設置

※食品製造に適した
樹脂ローラーを使用。

太さが均等な
棒生地の完成

中心を
通過

ガイド接触時の
生地の停滞を
防ぐためには？ガイドで生地が停滞

生地の流れを軌道修正！ローラーガイド

着目！

生地の流
れ

生地の流
れ

生地の流
れ

生地をモルダーローラーで薄く伸ばしてカーリングネットで巻き、展圧板で棒状に伸ばして
棒生地をつくります。この工程で、棒生地の太さが不均等になる「バット型不良」が発生。

拡大図

バット型不良

展圧板

改案
2025年8月、Webサイト「学研キッズネット シゴトのトビラ」※

において、製造を含むPascoのさまざまな仕事を紹介するキャ
リア教育コンテンツを公開しました。商品の製造工程や店頭に
並ぶまでの流れについて、また、商品の企画や安全に関する分
析などの仕事について動画で紹介しています。この取り組みを
通じて子どもたちのキャリア形成への貢献と、Pascoの事業内
容や取り組みへの理解につなげることを目的としています。
※小中高生に向けて、社会を支えるさまざまな仕事について動画や記事で分かりや
　すく紹介するWebサイト。

子どもたちのキャリア形成
サポートの取り組み
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Pascoは食品価格高騰などで苦しむ子どもたちや学生などを
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プラント
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ロス・ムダ・
コスト削減
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び元気を取り戻すための力になることを目的に全国の経済同
友会が立ち上げたもので、企業や個人から寄付を募り、能登半
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棒生地をつくります。この工程で、棒生地の太さが不均等になる「バット型不良」が発生。
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2025年8月、Webサイト「学研キッズネット シゴトのトビラ」※

において、製造を含むPascoのさまざまな仕事を紹介するキャ
リア教育コンテンツを公開しました。商品の製造工程や店頭に
並ぶまでの流れについて、また、商品の企画や安全に関する分
析などの仕事について動画で紹介しています。この取り組みを
通じて子どもたちのキャリア形成への貢献と、Pascoの事業内
容や取り組みへの理解につなげることを目的としています。
※小中高生に向けて、社会を支えるさまざまな仕事について動画や記事で分かりや
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売上高の推移
（百万円）

100,000

50,000

150,000

200,000

株式会社 四国シキシマパン
［パン・菓子類の製造・販売］

株式会社 信州シキシマ
［パン・菓子類の製造］

愛知ミタカ運輸 株式会社
［パン・菓子類の輸送・配送］

株式会社 パスコ・エクスプレス
［パン・菓子類の輸送・配送］

パスコ・ロジスティクス 株式会社
［パン・菓子類の輸送・配送］

株式会社 
レアールパスコベーカリーズ
［ベーカリーショップの運営］

仙台ベーカリーサポートセンター
渋谷ベーカリーサポートセンター
岡山ベーカリーサポートセンター
熊本ベーカリーサポートセンター

パスコ利根工場
パスコ東京多摩工場
パスコ湘南工場
パスコ埼玉工場
刈谷工場
犬山工場
大阪豊中工場
奈良工場
神戸工場
神戸冷食プラント

本社テクノコア
パスコイーストカンパニー
パスコウエストカンパニー
パスコ冷食カンパニー

本社・カンパニー

工　場 営 業 所

ベーカリーサポートセンター

Pasco札幌セントラルキッチン

セントラルキッチン

パリ事務所

海外駐在員事務所

北関東営業所
千葉営業所
目黒営業所
新潟営業所
山梨営業所
富山営業所
金沢営業所

松本営業所
浜松営業所
静岡営業所
津営業所
京都営業所
福知山営業所
和歌山営業所

山陰営業所
岡山営業所
広島営業所
福岡営業所
Pasco札幌事業所

事業所

敷島製パン株式会社
〒461- 8721
名古屋市東区白壁五丁目3番地
パン、和洋菓子の製造、販売
1920年6月（大正9年6月）
1,799百万円
178,370百万円
3,502人
国内に12工場
（グループ企業2工場含む）

国内38事業所
（株）みずほ銀行・
（株）三菱UFJ銀行

／
／

／
／
／
／
／
／

／
／

名 称
本社所在地

事業内容
創 業
資 本 金
売 上 高
社 員 数
工 場 数

事業所数
取引銀行

大阪豊中工場

奈良工場

犬山工場

本社テクノコア

パスコ東京多摩工場

（株）信州シキシマ

Pasco札幌セントラルキッチン

パスコ湘南工場

刈谷工場

パスコ利根工場
パスコ埼玉工場

・各数値は2025年8月末現在あるいは2025年8月期
・2022年以降の売上高は「収益認識に関する会計基準」等を
  適用後の数値

グループ企業 海外拠点・合弁会社

上海頂盛食品工業有限公司
［パン・菓子類の製造・販売］

中国

PT. Nippon Indosari Corpindo, Tbk.
［パン・菓子類の製造・販売］

インドネシア

Panash Limited
［ベーカリー・カフェの運営］

香港

会
社
概
要

冷食事業

グローバル事業174,008

21

業務用冷凍パンのビジネスサイト「パンたす」
https://www.pasconet.co.jp/frozen
家庭用通販サイト「L’Oven」
https://www.pascoshop.com/loven

1920年（大正9年）の創業以来、製パン分野は事業
の中心的役割を果たしてきました。長い伝統に培われ
た技術力と、常に新しい価値づくりを指向するチャレ
ンジ精神は、数々のロングセラー商品を生み、食パン
市場で「超熟」がNo.1のシェア※を獲得しています。ま
た、国産小麦の小麦粉を使用した「超熟 国産小麦」を
発売するなど、食料自給率向上に向け取り組んでいま
す。製菓分野においては、創業まもない1922年（大正
11年）から製菓事業に進出し、おいしさや品質の向上
を追求してきました。その中でも「なごやん」は名古屋
を代表する銘菓として親しまれています。

高品質な冷凍生地や焼成後冷凍商品を全国各地の
ベーカリーや外食産業などへ広く供給しています。ま
た、業務用や家庭向けの通販サイトを通じて、手軽に
購入いただけるよう対応しています。

香港・インドネシア・中国へ進出し、製パンホール
セール事業、リテールベーカリー事業を展開。Pasco
で培った技術やノウハウ、思いを伝え、それぞれの
国の食生活にも貢献しています。「世界に羽ばたく
Pasco」をスローガンにPascoブランドを世界に広め
るべく活動しています。また、日本のおいしいパン・菓
子を世界にお届けするため、輸出事業にも取り組ん
でいます。

製パン・製菓事業

（株）四国シキシマパン松山工場

神戸工場 神戸冷食プラント

…ベーカリーサポートセンター・営業所
…工場・セントラルキッチン

154,327

22

148,436

23 24 （年）25

161,704
178,370

　山田様におかれましては昨年に引き続き、PascoのCSR活動に
対して貴重なご意見とご評価を賜りましたことに心より御礼申し上
げます。
　Pascoは、いつの時代においても常に社会の課題と向き合い、お
客さまと社会への貢献を目指して取り組みを続けてきました。これ
らは決して私たちだけで成し得ることではありません。「手をつなご
う。」というテーマは、これまで長年築いてきた多様なパートナーの
皆さまとの関係を象徴するものであり、本報告書において私たちの

企業姿勢を評価していただいたことを大変光栄に存じます。
　また、誌面で紹介した新たな価値創造を目指した活動に真摯に
向き合う姿勢を認めていただけたことは、Pascoがさらなる成長を
遂げるための励みとなります。これからもお客さまの期待に応え、必
要とされる企業を目指し社会との対話を続ける努力を重ねてまい
ります。
　SDGs目標の進捗については、2030年の目標達成に向けて引き
続き透明性、明瞭性であることに努めて情報発信を行い、パート
ナーの皆さまとのエンゲージメントをさらに高められるよう取り組ん
でまいります。
　山田様には、改めて感謝申し上げますとともに、今後ともご支援
ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
　最後になりましたが、この報告書をお読みいただいた皆さまにお
かれましては、忌憚のないご意見、ご感想をお寄せいただくととも
に、引き続きお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

化粧品メーカー商品開発部に在籍中、個人で始めたメールマガジンへの反響を元にコスメ情
報サイト「アットコスメ」を企画。1999年仲間と共に起業し、株式会社アイスタイル共同代表取
締役に就任。アットコスメ利用者は月間1,800万人を超え、国内最大の美容プラットフォームに
成長している。現在も同社取締役を務めるほか、小売流通や保険などの上場企業社外取締役、
学校法人理事を兼任。2021年化粧品業界有志と共に社団法人を立ち上げ、困難を抱えるひ
とり親世帯へコスメギフトをお届けする「コスメバンクプロジェクト」を開始。

Pasco CSR 2025

山田  メユミ様

敷島製パン株式会社
代表取締役 専務

家田  茂

第三者評価

第三者評価を受けて

※インテージ・SCIデータ「食パン」全国市場における2022年1月～2025年8月のブランドシェア（金額ベース）。

　今年のテーマ「手をつなごう。」という言葉には、Pascoが大切に
している多様なパートナーとの関係性や企業としての姿勢がよく
表れていると感じました。報告書全体からも、食を通じて人々の暮
らしを支え、社会と共に歩んでこられた歴史と、その歩みを次の時
代へ確かにつないでいこうとする誠実な意思が伝わってきました。
100年以上前に掲げられた「創業の理念」が、単に過去の教訓とし
てではなく、今もなお、進むべき方向や行動を導く生きた指針とし
て継承されていることに深い敬意を抱きます。
　盛田社長のトップコミットメントでは、「つながりが生む新たな価
値」をキーワードに、Pascoが目指す未来が具体的に示されていま
した。生成A I「SPAiS」の活用や配送ルート最適化システム
「Loogia」の導入を、人々が持つ多くの知見を集積・可視化し、よ
り大きな価値を生み出すための「仕組み」として捉えておられる点
が印象的でした。省人化や効率化のみを目的とせず、技術を“人の
力を引き出すための橋渡し”として活かす姿勢に、Pascoの温かい
企業哲学と先見性を感じます。
　また、国産小麦ブランド「和小麦」の取り組みには、Pascoが長
年にわたり培ってこられた地域との信頼関係の深さが感じられま

した。2030年までに国産小麦の使用比率を20％に高めるという
明確な数値目標を掲げ、その進捗を丁寧に開示しておられる点に
も、Pascoの誠実さがよく表れています。その他のSDGs目標につ
いても、行動と結果を紐づけ、現在の達成度を数値で“見える化”
しようとする報告姿勢は、CSR活動の成熟度を示すものであり、心
から称賛したいと思います。こうした透明性の高い情報発信こそ、
パートナーとのエンゲージメントを高める上で欠かせないものと感
じます。
　容易には達成できない難易度の高い目標もあると思いますが、
報告書を拝読し、Pascoが取り組んでいるさまざまなCSR活動は、
決して個別のプロジェクトではなく、日常の業務や社員一人ひとり
の意識の中に自然と根づいておられるのだと感じました。そこには
「社会に必要とされ続ける企業はどうあるべきか」という問いへの、
長年にわたる真摯な対話の積み重ねがあるのだと思います。
　Pascoがこれからも、人の温もりとイノベーションの力を調和さ
せながら、食の未来に新たな価値を生み出していかれることを心か
ら期待しています。理念を、言葉だけでなく実践で語るPascoの姿
勢が、次の100年へ確かに受け継がれていくことを願っております。
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売上高の推移
（百万円）
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株式会社 四国シキシマパン
［パン・菓子類の製造・販売］

株式会社 信州シキシマ
［パン・菓子類の製造］

愛知ミタカ運輸 株式会社
［パン・菓子類の輸送・配送］

株式会社 パスコ・エクスプレス
［パン・菓子類の輸送・配送］

パスコ・ロジスティクス 株式会社
［パン・菓子類の輸送・配送］

株式会社 
レアールパスコベーカリーズ
［ベーカリーショップの運営］

仙台ベーカリーサポートセンター
渋谷ベーカリーサポートセンター
岡山ベーカリーサポートセンター
熊本ベーカリーサポートセンター

パスコ利根工場
パスコ東京多摩工場
パスコ湘南工場
パスコ埼玉工場
刈谷工場
犬山工場
大阪豊中工場
奈良工場
神戸工場
神戸冷食プラント

本社テクノコア
パスコイーストカンパニー
パスコウエストカンパニー
パスコ冷食カンパニー

本社・カンパニー

工　場 営 業 所

ベーカリーサポートセンター

Pasco札幌セントラルキッチン

セントラルキッチン

パリ事務所

海外駐在員事務所

北関東営業所
千葉営業所
目黒営業所
新潟営業所
山梨営業所
富山営業所
金沢営業所

松本営業所
浜松営業所
静岡営業所
津営業所
京都営業所
福知山営業所
和歌山営業所

山陰営業所
岡山営業所
広島営業所
福岡営業所
Pasco札幌事業所

事業所

敷島製パン株式会社
〒461- 8721
名古屋市東区白壁五丁目3番地
パン、和洋菓子の製造、販売
1920年6月（大正9年6月）
1,799百万円
178,370百万円
3,502人
国内に12工場
（グループ企業2工場含む）

国内38事業所
（株）みずほ銀行・
（株）三菱UFJ銀行

／
／

／
／
／
／
／
／

／
／

名 称
本社所在地

事業内容
創 業
資 本 金
売 上 高
社 員 数
工 場 数

事業所数
取引銀行

大阪豊中工場

奈良工場

犬山工場

本社テクノコア

パスコ東京多摩工場

（株）信州シキシマ

Pasco札幌セントラルキッチン

パスコ湘南工場

刈谷工場

パスコ利根工場
パスコ埼玉工場

・各数値は2025年8月末現在あるいは2025年8月期
・2022年以降の売上高は「収益認識に関する会計基準」等を
  適用後の数値

グループ企業 海外拠点・合弁会社

上海頂盛食品工業有限公司
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中国

PT. Nippon Indosari Corpindo, Tbk.
［パン・菓子類の製造・販売］

インドネシア

Panash Limited
［ベーカリー・カフェの運営］

香港

会
社
概
要

冷食事業

グローバル事業174,008

21

業務用冷凍パンのビジネスサイト「パンたす」
https://www.pasconet.co.jp/frozen
家庭用通販サイト「L’Oven」
https://www.pascoshop.com/loven

1920年（大正9年）の創業以来、製パン分野は事業
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市場で「超熟」がNo.1のシェア※を獲得しています。ま
た、国産小麦の小麦粉を使用した「超熟 国産小麦」を
発売するなど、食料自給率向上に向け取り組んでいま
す。製菓分野においては、創業まもない1922年（大正
11年）から製菓事業に進出し、おいしさや品質の向上
を追求してきました。その中でも「なごやん」は名古屋
を代表する銘菓として親しまれています。

高品質な冷凍生地や焼成後冷凍商品を全国各地の
ベーカリーや外食産業などへ広く供給しています。ま
た、業務用や家庭向けの通販サイトを通じて、手軽に
購入いただけるよう対応しています。

香港・インドネシア・中国へ進出し、製パンホール
セール事業、リテールベーカリー事業を展開。Pasco
で培った技術やノウハウ、思いを伝え、それぞれの
国の食生活にも貢献しています。「世界に羽ばたく
Pasco」をスローガンにPascoブランドを世界に広め
るべく活動しています。また、日本のおいしいパン・菓
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製パン・製菓事業

（株）四国シキシマパン松山工場

神戸工場 神戸冷食プラント

…ベーカリーサポートセンター・営業所
…工場・セントラルキッチン

154,327

22

148,436

23 24 （年）25

161,704
178,370
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続き透明性、明瞭性であることに努めて情報発信を行い、パート
ナーの皆さまとのエンゲージメントをさらに高められるよう取り組ん
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Pasco CSR 2025

山田  メユミ様

敷島製パン株式会社
代表取締役 専務

家田  茂

第三者評価

第三者評価を受けて

※インテージ・SCIデータ「食パン」全国市場における2022年1月～2025年8月のブランドシェア（金額ベース）。
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じます。
　容易には達成できない難易度の高い目標もあると思いますが、
報告書を拝読し、Pascoが取り組んでいるさまざまなCSR活動は、
決して個別のプロジェクトではなく、日常の業務や社員一人ひとり
の意識の中に自然と根づいておられるのだと感じました。そこには
「社会に必要とされ続ける企業はどうあるべきか」という問いへの、
長年にわたる真摯な対話の積み重ねがあるのだと思います。
　Pascoがこれからも、人の温もりとイノベーションの力を調和さ
せながら、食の未来に新たな価値を生み出していかれることを心か
ら期待しています。理念を、言葉だけでなく実践で語るPascoの姿
勢が、次の100年へ確かに受け継がれていくことを願っております。
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敷島製パン株式会社

2025.11

この印刷物に使用している用紙は、
森を元気にするための間伐と
間伐材の有効活用に役立ちます。

地球環境保護のために、
このパンフレットには
植物油インキを使用しています。

敷島製パン株式会社 総務部 CSR事務局
〒461-8721 名古屋市東区白壁五丁目3番地
Tel.052-933-2111　Fax.052-933-9601　https://www.pasconet.co.jp

お問合せ先

Forest Stewardship Council R
（森林管理協議会）の基準に基づき認証された、
責任ある管理がされた森林からの原料を含む
FSC認証紙を使用しています。
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